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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的このマニュアルの目的
このマニュアルには、Oracle Intelligent Agentの構成情報およびトラブルシューティングに
関する重要な疑問への回答が記載されています。『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガ
イド』は、バージョン 1およびバージョン 2の Oracle Enterprise Managerの利用者に加え
て、Intelligent Agentを通して Oracleデータベースと通信する、その他のサポート対象シス
テム管理フレームワークの利用者を対象読者としています。

このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者このマニュアルの対象読者
このマニュアルは、UNIXまたはWindows NTプラットフォーム上で Oracle Intelligent 
Agentのインストール、構成またはトラブルシューティングを行う、すべての人を対象とし
ています。ほとんどの状況下において、Agentが必要とする構成およびメンテナンスの手段
はごくわずかです。このため、『Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド』は、最初か
ら順番に読むのではなくリファレンスとして使用してください。

重要重要重要重要 : Enterprise Managerバージョン 2では、中間層Management Server
を使用します。Enterprise Managerバージョン 1のユーザーは、このコン
ポーネントに関しては参照する必要がありません。
                                                                            v



このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の各ドキュメントを参照してください。

� 『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』

� 『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』

第 1章 Intelligent Agentと検出サービスの機能の概要について説明します。

第 2章 Intelligent Agentのインストールおよび構成の手順について説明します。

第 3章 Tcl（Tool Command Language）を使用した、ジョブおよびイベントのス
クリプト記述について説明します。

付録 A Oracle Enterprise Managerによって使用される、必要な構成ファイルに
ついて説明します。

付録 B Intelligent Agentのトラブルシューティングのガイドラインを提供し、そ
の手順について説明します。

付録 C 一般的なWindowsのキーボード・ショートカットのリストが記載されて
います。
vi                                                                                        



                                                         Intelligent Agentの概
1

Intelligent Agentの概要の概要の概要の概要

この章では、Intelligent Agentの概要について簡単に説明します。次の項目について説明し
ます。

� Oracle Intelligent Agent:　概要

� データ収集サービスの説明

� データ収集サービスのインストール方法

� データベースとオペレーティング・システムのデータを収集するための Oracle Data 
Gathererの構成位置の理解

Oracle Intelligent Agent:　概要　概要　概要　概要
Oracle Intelligent Agentは、ネットワーク内のリモート・ノード上で独立して動作するプロ
セスです。Agentは、サポートするサービスと同じノード上に存在します。ただし、1ノー
ド上であっても、Agentは複数のサービスをサポートできます。たとえば、1台のマシン上
に 2つのデータベースがインストールされている場合、1つの Agentで両方のデータベース
をサポートできます。Agentが備える機能には、次のようなものがあります。

� ローカル・サービスを提供する、またはオペレーティング・システム依存のサービスを
コールすることにより、管理対象のターゲットとローカルに対話します。

� Oracle Management Serverまたはその他のサードパーティ製アプリケーションから、
ジョブまたはイベントを受け取ります。

� Oracle Enterprise Managerのジョブの実行、ジョブの結果および出力の収集、および必
要に応じてその結果をキューイングします。

� イベントをチェックし、結果として得られたイベント・レポートを Oracle Enterprise 
Managerにキューイングします。

� コンソールまたはその他のアプリケーションの指示に従って、ジョブまたはイベントを
取り消します。
要 1-1



Oracle Intelligent Agent:　概要
� Agentのプラットフォーム上で SNMP（Simple Network Management Protocol）がサ
ポートされている場合に、SNMP要求を処理します。

Agentの構成の詳細は、ご使用のシステムに適した、プラットフォーム固有の Oracle Server
インストール・マニュアルを参照してください。

特徴特徴特徴特徴
Intelligent Agentは独立して動作するプログラムであり、その動作の前提としてコンソール
またはManagement Serverが動作している必要はありません。データベースにサービスす
る Agentは、データベースがダウンしているときも動作できるため、Agentによるデータ
ベースの起動またはシャットダウンを行うことができます。Intelligent Agentは、管理者の
介入なしに、管理ジョブを常に独立して実行できます。同様に、Agentは独自にイベントを
検出して、そのイベントに対応できます。このため、Agentは、管理者の介入なしにシステ
ムを監視し、修正ジョブを実行して問題を解決できます。

AgentはコンソールおよびManagement Serverとは無関係に稼働し、管理者がコンソール
からログアウトしているときでもジョブを実行したり、イベントを監視したりできます。
Agentは、管理者宛てのすべてのジョブまたはイベント・メッセージをキューイングし、そ
れらをManagement Serverに通知します。管理者が再びコンソールにログインしたときに、
Management Serverは保留中のメッセージを現在ログインしている管理者に通知します。
ジョブおよびイベントの状態に関する情報は、Agentの動作するノード上のファイルに格納
されます。それらのファイルには “.q”の拡張子が付き、$ORACLE_HOME/network/agent
ディレクトリに格納されます。

ジョブおよびイベントのサポートジョブおよびイベントのサポートジョブおよびイベントのサポートジョブおよびイベントのサポート
ジョブとイベントは Tclスクリプトとして実装されます。あるイベントに対して Agentが
ジョブまたはテストを実行するとき、Agentにより適切な Tclスクリプトが実行されます。

Management Serverが、コンソールにログインしている管理者の代理として Agentにメッ
セージを送るとき、管理者の言語およびキャラクタ・セット環境に関する情報も同時に送ら
れます。Agentでは、管理者の代理としてデータベース管理タスクを実行するとき、NLS環
境情報を使用します。これにより、管理者は自国語でデータベースを管理できます。たとえ
ば、フランスの管理者が、ドイツ語でデータベースを管理し、メッセージをフランス語で受
け取ることができます。

注意注意注意注意 : Enterprise Managerバージョン 1では、バージョン 2の中間層
Management Serverは使用されません。このマニュアルは、バージョン 1お
よびバージョン 2の両方のユーザーを対象としています。したがって、
Enterprise Managerバージョン 1のユーザーは、Management Serverについ
ての説明を参照する必要はありません。
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データベースとオペレーティング・システムのデータを収集するための Oracle Data Gathererの構成位置の理解
SNMP（（（（Simple Network Management Protocol）のサポート）のサポート）のサポート）のサポート
Agentは SNMP（Simple Network Management Protocol）をサポートします。これにより、
サードパーティ製のシステム管理フレームワークは、SNMPを使用して Agentから SNMP
トラップを直接受け取ることができます。Agentでは、OracleのデータベースMIB
（Management Information Base）変数にアクセスできます。SNMPをサポートしないプラッ
トフォーム上にデータベースが存在しているときでも、Oracle MIB変数にアクセスするジョ
ブまたはイベントを送ることができます。SNMPの詳細は、『Oracle SNMPサポート・リ
ファレンス・ガイド』を参照してください。

データ収集サービスの説明データ収集サービスの説明データ収集サービスの説明データ収集サービスの説明
データ収集サービス（Oracle Data Gathererとも呼ばれます）は、パフォーマンス・データ
を収集するために使用されます。

Oracle Data Gathererの役割は、データの収集を必要とするクライアント・アプリケーショ
ン（Oracle Capacity Plannerや Oracle Performance Managerなど）からの要求を処理する
ことです。各クライアント・アプリケーションに対して、収集するパフォーマンス・データ
の種類（ファイル I/O、CPU使用率データなど）や、データ・サンプル間の時間間隔を指定
します。Oracle Data Gathererは次に、クライアントに対して要求されたデータを指定の間
隔で収集します。

データ収集サービスのインストール方法データ収集サービスのインストール方法データ収集サービスのインストール方法データ収集サービスのインストール方法
Oracle Data Gathererは Oracle Intelligent Agentの一部であり、管理対象のホスト上に
Agentがインストールされるときに自動的にインストールされます。したがって、これ以降
の項で、あるホスト上に Oracle Data Gathererがインストールされているという表記は、そ
のホストに Agentをインストールした際に Oracle Data Gathererサービスが同時にインス
トールされたことを意味します。

データベースとオペレーティング・システムのデータを収集データベースとオペレーティング・システムのデータを収集データベースとオペレーティング・システムのデータを収集データベースとオペレーティング・システムのデータを収集
するためのするためのするためのするための Oracle Data Gathererの構成位置の理解の構成位置の理解の構成位置の理解の構成位置の理解

Oracle Data Gathererは、次のものに関するパフォーマンス・データを収集します。

� データベース

� オペレーティング・システム

� その他のサポートされるソース
                                                               Intelligent Agentの概要 1-3



データベースとオペレーティング・システムのデータを収集するための Oracle Data Gathererの構成位置の理解
一般に、Oracle Data Gathererは、監視対象のターゲット（データベースまたはホスト）が
実際にあるホスト上に構成してください。言い換えると、Oracle Data Gathererを使用して
ホスト BENEFITS上のMEDICALデータベースからデータベース・データを収集する場合
は、Oracle Data Gathererをホスト BENEFITS上にインストールおよび構成するということ
です。同様に、Oracle Data Gathererを使用してホスト EMPLOYEES上のオペレーティン
グ・システム・データを収集する場合は、Oracle Data Gathererをホスト EMPLOYEES上に
インストールおよび構成します。

ただし、一部のケースでは、特定のホスト上に Oracle Data Gathererをインストールおよび
構成できないことがあります。Oracle Data Gathererは、次の必要条件の両方が満たされて
いるときに限り、ホスト上にインストールできます。

1. ホストのオペレーティング・システムが、Oracle Data Gathererのインストールおよび
構成をサポートしている場合。

2. ホスト上に、Oracle 8.0.4またはそれ以降のための Oracleホームが存在する場合。ホス
ト上には Oracle 8.0.4またはそれ以降のための Oracleホーム・ディレクトリのみが必要
であり、Oracle 8.0.4またはそれ以降のデータベース自体は必須ではありません。

ホストがこれらの必要条件を満たさない場合、そのホスト上に Oracle Data Gathererをイン
ストールできません。つまり、Oracle Data Gathererはそのホストのオペレーティング・シ
ステム統計を収集できません。ただし、データベース・データに関しては、Oracle Data 
Gathererをインストールおよび構成できないホストからでも収集できます。

仲介ホスト上での仲介ホスト上での仲介ホスト上での仲介ホスト上での Oracle Data Gathererの実行の実行の実行の実行
Oracle Data Gathererをインストールおよび構成できないホストからデータベース・データ
を収集するには、前述の必要条件を両方とも満たす別のホスト上に Oracle Data Gathererを
インストールし、構成します。次に、そのホスト上の Oracle Data Gathererを利用して、
Oracle Data Gathererがインストールされていないホスト上のデータベース・データをリ
モートで収集します。これは、仲介ホスト Oracle Data Gathererの使用と呼ばれます。

たとえば、ホスト EMPLOYEES上の CONSULTANTSデータベースのデータベース・デー
タを収集するときに、Oracle Data Gathererをホスト EMPLOYEES上にインストールおよび
構成できないとします。Oracle Data Gathererがホスト BENEFITS上にインストールおよび
構成されている場合、BENEFITS上の Oracle Data Gathererを、仲介ホスト Oracle Data 
Gathererとして利用できます。BENEFITS上の Oracle Data Gathererは、ホスト
EMPLOYEES上の CONSULTANTSデータベースからデータベース統計を収集できます。

データベース・データを収集するホスト上で、プロセスのフットプリント /オーバーヘッド
をそれ以上許容できない場合にも、仲介ホスト Oracle Data Gathererを利用できます。この
状況での収集アクティビティも、同様にデータベースに対して行われます。収集アクティビ
ティに伴うこの最小限のオーバーヘッドは、Oracle Data Gathererがどのホスト上にあるか
に関係なく発生します。
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インストールと構成インストールと構成インストールと構成インストールと構成

この章では、Intelligent Agentの基本設定および構成手順について説明します。次の項目に
ついて説明します。

� Windows NT上での Intelligent Agentのインストール

� NT Agentの運用制御

� UNIX上での Oracle Intelligent Agentのインストール

� UNIXまたはWindows NTでの SNMPの構成

� Oracle Intelligent Agentおよび Oracle Names

� Agentに必要なロールとユーザー

� 自動検出

Windows NT上での上での上での上での Intelligent Agentのインストールのインストールのインストールのインストール
Intelligent Agentはデータベースとともに出荷され、ORACLE_HOME環境下で管理される
リモート・マシン上にインストールされます。Agentはサービスとして動作します。

サービス名の構成には、次の規約が使用されます。

Oracle<ORACLE_HOME_NAME>Agent

ORACLE_HOME_NAMEは、インストール中に指定した ORACLE_HOMEの名前です。

Intelligent Agentのインストールの詳細は、『Oracle Serverのインストレーション・ガイド』
を参照してください。
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Windows NT上での Intelligent Agentのインストール
ジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のためのジョブ実行のための Windows NTユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成
管理対象のノード上で Agentがジョブを実行するためには、次の条件が満たされている必要
があります。

� 高度なユーザー権限、「バッチ ジョブとしてログオン」を持つ NTユーザー・アカウン
トが存在すること。権限は既存のローカル・ユーザーまたはドメイン・ユーザー、ある
いは新規 NTユーザーに割り当てることができます。

� Oracle Enterprise Managerコンソールで、ノードに対する優先接続情報が前述のユー
ザーに対して設定されていること。優先接続情報の設定の詳細は、『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイド』を参照してください。

� Agentを起動するユーザーに、TEMPディレクトリまたは ORACLE_HOME ディレクトリ
に対する書込み許可と、ORACLE_HOME¥networkディレクトリに対する読取り /書込み
許可が与えられていること。

� ユーザーがデータベースやリスナーなどのWindows NTサービスを開始および停止する
ために管理者権限を持っていること。

次の手順のどちらかを実行してください。

新規新規新規新規 NTユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成ユーザー・アカウントの作成
ローカルのWindows NTマシン上で新規NTユーザー・アカウントを作成し、そのユー
ザーに「バッチ ジョブとしてログオン」権限を付与する手順は、次のとおりです。

1. 「管理ツール」プログラム・グループから「ユーザー マネージャ」を選択します。この
ツールの詳細は、Windows NTのドキュメントを参照してください。

2. 「ユーザー」メニューの「新しいユーザー」を選択して、次の点を確認します。

� 「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていないこと

� ユーザー名に “SYSTEM”または “system”が使用されていないこと

3. ユーザー・マネージャの「原則」メニューから「ユーザーの権利」を選択します。

4. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

5. 権限のリストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

6. 選択したユーザーにこの権限を付与します。

注意注意注意注意 : 「バッチ ジョブとしてログオン」権限が設定されていないと、ノード
上でジョブを実行しようとする際に「ユーザーの認証に失敗しました」とい
うメッセージが表示されます。
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Windows NT上での Intelligent Agentのインストール
既存の既存の既存の既存の NTユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当てユーザー・アカウントへの権限の割当て
既存のローカル・ユーザー・アカウントに権限を割り当てる手順は、次のとおりです。

1. 「ユーザー マネージャ」パネル上でユーザーを選択し、次の点を確認します。

� 「ユーザーは次回ログオン時にパスワード変更が必要」オプション・ボックスが
チェックされていないこと

� ユーザー名に “SYSTEM”または “system”が使用されていないこと

2. ユーザー・マネージャの「原則」メニューから「ユーザーの権利」を選択します。

3. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

4. 権限のリストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

5. このユーザーに高度なユーザー権利を追加します。

ドメイン・ユーザーをドメイン・ユーザーをドメイン・ユーザーをドメイン・ユーザーを Agentのユーザーとして構成のユーザーとして構成のユーザーとして構成のユーザーとして構成

リポジトリ・ユーザーを Agentのユーザーとして構成する手順は、次のとおりです。

1. ユーザー・マネージャの「原則」メニューから「ユーザーの権利」を選択します。

2. 「高度なユーザー権利の表示」ボックスをチェックします。

3. 権限のリストから「バッチ ジョブとしてログオン」を選択します。

4. 「追加」ボタンをクリックします。

a. 「ドメインまたはコンピュータ」フィールドに値を入力します。（ドメインを選択し
ます。）

b. 「ユーザーの表示」ボタンをクリックします。

c. リスト・ボックスからドメイン・ユーザーを選択します。

d. 「追加」をクリックします。

e. 「OK」をクリックします。

5. 「ユーザー権利の原則」ダイアログで、「OK」をクリックします。

注意注意注意注意 : ドメイン・ユーザーは、リリース 7.3.3およびそれ以前の Agentでは
サポートされていません。
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Windows NT上での Intelligent Agentのインストール
NT Agentの運用制御の運用制御の運用制御の運用制御
この項には、Windows NTおよび DOSプロンプトでの Agentの制御に関する情報が記され
ています。また、Agentのトラブルシューティングに関する項も含まれています。

Windows NT上での上での上での上での Intelligent Agentの起動の起動の起動の起動
Windows NT上で Agentを起動する手順は、次のとおりです。

1. 「コントロール パネル」フォルダにある「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「Oracle<ORACLE_HOME_NAME>Agent」サービスを選択します。

スタートアップの種類は「手動」に設定されています。これは、ユーザーが手動で
Agentを起動するための設定です。システムを起動するたびに Agentが自動的に起動さ
れるようにするには、スタートアップの種類を「自動」に設定します。

a. 「スタートアップ」ボタンをクリックします。「サービス」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

b. 「スタートアップの種類」で「自動」を選択します。

c. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

3. 「起動」ボタンをクリックして、Agentを起動します。

Windows NT上での上での上での上での Intelligent Agentの停止の停止の停止の停止
Windows NT上で Agentを停止する手順は、次のとおりです。

1. 「コントロール パネル」フォルダにある「サービス」アイコンをダブルクリックします。

注意注意注意注意 : 同じ名前のローカル・ユーザーとドメイン・ユーザーが存在する場
合、ローカル・ユーザーが優先されます。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Managerおよび Agentは、Net8を使用して該当す
るデータベースと通信します。Agentの使用を試みる前に、該当する SIDす
べてに Net8が接続できることを確認してください。

注意注意注意注意 : コマンド行で次のように入力しても、Agentを起動できます。

net start oracle<ORACLE_HOME_NAME>agent
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UNIX上での Oracle Intelligent Agentのインストール
2. 「OracleAgent」サービスを選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、Agentを停止します。

Agentの動作検証の動作検証の動作検証の動作検証
Agentが動作していることを検証するには、「コントロール パネル」の「サービス」でその
ステータスを調べるか、コマンド・プロンプトで net startと入力します。動作している
サービスのリストに「OracleAgent」が表示されます。

「Windows NT タスク マネージャ」で、dbsnmpプロセスの情報を確認する方法もあります。

UNIX上での上での上での上での Oracle Intelligent Agentのインストールのインストールのインストールのインストール
『Oracle Serverのインストレーション・ガイド』の説明に従って、Oracle CD-ROMから

Oracle Intelligent Agentをインストールします。Intelligent Agentは独立したコンポーネン
トとして、インストール時の選択対象となります。

root.shシェル・スクリプトの実行シェル・スクリプトの実行シェル・スクリプトの実行シェル・スクリプトの実行
Agentのインストールに成功すると、root.shの実行を求めるメッセージが Oracle 
Installerにより表示されます。

root.shは、oratabファイルの更新または作成を行うシェル・スクリプトです。oratab
ファイルは、Agentにより検出され、Oracle Enterprise Managerにより制御される、すべて
のデータベースへの参照をユーザーが記述するファイルです。作成されるデータベースごと
に、<SID>:<$ORACLE_HOME>:[Y/N]という形式のエントリがあります。

Agentは通常、root.shにより、setuidプログラムとして構成されます。root.shの実
行に成功した場合、setuid rootという名前で Agentがインストールされます。これによ
り Agentは、ホストに対する優先接続情報でその名前とパスワードが与えられるユーザーと
して、ジョブを実行できるようになります。

Agentが setuidプログラムでない場合、Enterprise Managerのすべてのジョブは、Agent
を起動したユーザーの許可のもとで実行されます。

注意注意注意注意 : コマンド行から次のように入力しても、Agentを停止できます。

net stop oracle<ORACLE_HOME_NAME>agent
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UNIX上での Oracle Intelligent Agentのインストール
ノード・ジョブを UNIX Agentに送るユーザーには、Agentの ORACLE_HOMEディレク
トリに、読取り /書込みのアクセス権を付与してください。root.shに setuidの設定が
ない場合、Agentに送られるすべてのジョブは、Agentの実行可能ファイル（dbsnmp.exe）
の所有者であるユーザーの権限のもとで実行されます。root.shは、Agent上のすべての
ジョブに対して、Oracle Enterprise Managerコンソールで優先接続情報を設定するようユー
ザーに強制します。

root.shの実行成功の検証の実行成功の検証の実行成功の検証の実行成功の検証
root.shが正しく実行されたことを検証するには、dbsnmpについてファイルの許可を確
認します。

1. cd $ORACLE_HOME/binと入力します。

これにより、Agentの実行可能ファイルがある、$ORACLE_HOME/binにディレクト
リが変更されます。

2. ls -al dbsnmpと入力します。

dbsnmpについて、すべての関連詳細がリスト表示されます。

dbsnmpに対する ls -alコマンドの出力は、次のようになります。

-rwsr-xr-x   1 root     g651     1497980 Jun 12 21:04 dbsnmp

rootは所有者です。dbsnmpは Agentの実行可能ファイルです。この例では、グループの名
前は g651です。所有者が rootで、許可が -rwsr-xr-xのようになっていれば、root.shは
正しく実行されています。

注意注意注意注意 : Agentが setuid rootに設定されることは、rootユーザーが Agent
を起動することと同じ効果を持つわけではありません。rootユーザーが
Agentを起動すると、セキュリティ上の問題が生じる可能性があります。
setuidプログラムの詳細は、ご使用のプラットフォームのマニュアルを参
照してください。

注意注意注意注意 : 1台の UNIXマシン上に複数の Oracleホームが存在しても構いませ
んが、1台の UNIXマシン上で実行できる Intelligent Agentは 1つのみです。
Agentは、専用のポート（1748）上でManagement Serverと通信します。
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複数のネットワーク・カードと使用するためのリリース 8.1.7 Agentの構成
UNIX Agentの運用制御の運用制御の運用制御の運用制御
UNIX上では、Agentの起動と停止に lsnrctlコマンドが使用されます。関連する
lsnrctlコマンドの一覧を次の表に示します。

ご使用のプラットフォームの、その他の情報または制限については、Intelligent Agentの
readmeファイル（ORACLE_HOME/network/agent/doc/readme.wri）を参照してくだ
さい。

UNIXまたはまたはまたはまたは Windows NTでのでのでのでの SNMPの構成の構成の構成の構成
サードパーティ製のシステム管理アプリケーションは、SNMP Master Agentを使用して
Intelligent Agentと通信します。Oracle Intelligent Agentが SNMPを使用してMaster Agent
と通信できるようにするには、SNMP Master Agentおよび Oracle Intelligent Agentを正し
く構成する必要があります。

OracleデータベースおよびManagement Serverに対して SNMPを構成する一般的な手順に
ついては、『Oracle SNMPサポート・リファレンス・ガイド』を参照してください。

SNMPの構成はプラットフォームによって異なります。より広範な構成情報については、ご
使用のプラットフォームのインストレーション・ガイドまたは構成ガイドを参照してくださ
い。

複数のネットワーク・カードと使用するためのリリース複数のネットワーク・カードと使用するためのリリース複数のネットワーク・カードと使用するためのリリース複数のネットワーク・カードと使用するためのリリース 8.1.7 
Agentの構成の構成の構成の構成

リリース 8.1.7の Intelligent Agentより、ユーザーは、複数のネットワーク・カードを持つ 1
台のマシン上にある Agentの構成に、3つのオプション選択できます。デフォルトでは、
Agentはそのマシン上の主NIC（ネットワーク・インタフェース・カード）にバインドされ
ます。他の 2つのオプションは、次のとおりです。

a. ユーザーが指定した NICにバインドできます。

b. マシン上のすべての NICにバイドできます。このオプションは、すべての NIC上
でその Agentにリスニングをさせるのが好ましくない場合は、使用しないでくださ
い。

操作操作操作操作 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

UNIXプラットフォーム上で Agentを起動する lsnrctl dbsnmp_start

UNIXプラットフォーム上で Agentを停止する lsnrctl dbsnmp_stop

Agentのステータスを検証する lsnrctl dbsnmp_status
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複数のネットワーク・カード使用時の Agentの動作
また、同様のオプションが Agent Data Gathererにも適用できることに注意してください。

Agentでは、Agentで使用されている IPアドレス /NICと異なる IPアドレス /NICでリス
ニング中のサービス（リスナーなど）を検出することもできるようになります。

Intelligent Agentが稼働しているノードに、それぞれ独自の IPアドレスを持つ複数のネット
ワーク・カードがある場合、Intelligent Agentでは、その構成パラメータに応じて、主ネッ
トワーク・インタフェース、特定の IPアドレス、または複数 IPアドレスの任意のアドレス
のいずれかで、入ってくる要求をリスニングし、受信できます。

複数のネットワーク・カード使用時の複数のネットワーク・カード使用時の複数のネットワーク・カード使用時の複数のネットワーク・カード使用時の Agentの動作の動作の動作の動作
1. リスニング・アドレスが指定されていない場合リスニング・アドレスが指定されていない場合リスニング・アドレスが指定されていない場合リスニング・アドレスが指定されていない場合

デフォルトでは、Agentは Agentマシンの主ネットワーク・インタフェース・カードで
の接続をリスニングします。snmp_rw.oraに明示的なリスニング・アドレス・ディレク
ティブがない場合、Agentは、Agentマシンの主ネットワーク・インタフェース・カー
ドを介した接続をリスニングします。

2. リスニングリスニングリスニングリスニング IPアドレスが指定されている場合アドレスが指定されている場合アドレスが指定されている場合アドレスが指定されている場合

snmp_rw.oraで明示的なリスニング・アドレスが指定されている場合、Agentはそのア
ドレスでの接続のみをリスニングします。Agentのリスニング・アドレスを指定するに
は、既存のパラメータ dbsnmp.addressおよび dbsnmp.spawnaddressが使用されます。

主ネットワーク・カード以外の特定のネットワーク・インタフェース・カードに Agent
をバインドするには、次のようにします。

1. dbsnmp.addressおよび dbsnmp.spawnaddressパラメータを “HOST=<ネットワーク・
カードの IPアドレス >”に設定します（詳細は A-5ページの付録 Aを参照してくだ
さい）。

2. Agentを起動します。

3. ホスト名が指定されている場合ホスト名が指定されている場合ホスト名が指定されている場合ホスト名が指定されている場合

snmp_rw.oraでホスト名が指定されている場合、Agentはマシンのすべてのネットワー
ク・インタフェース・カードでの接続をリスニングします。Intelligent Agentのリスニ
ング・アドレスでホスト名を指定するには、既存のパラメータ dbsnmp.addressおよび
dbsnmp.spawnaddressが使用されます。

注意注意注意注意 : Agentは、EMジョブおよびイベントの実行を求めて入ってくるすべ
ての要求をリスニングするために、IPアドレスにバインドされ、そのアドレ
スを使用します。
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Oracle Intelligent Agentおよび Oracle Names
8.1.7より前のリリースの Agent（8.1.5以降）では、これが Agentのデフォルトの動作
です（Agentで使用するネットワーク・レイヤー・コードのデフォルト動作であるため
です）。

Agentをホスト上のすべてのネットワーク・インタフェース・カードにバインドするに
は、次のようにします。

1. dbsnmp.addressおよび dbsnmp.spawnaddressを “HOST=<ホスト名 >”に設定します。

2. Agentを起動します。

4. Windows NT FailSafe構成が使用されている場合構成が使用されている場合構成が使用されている場合構成が使用されている場合

Windows NT FailSafe構成では、Agentは FailSafe AgentのNTレジストリに格納され
ている IPアドレスでの接続をリスニングします。

Agentは、ターゲットの構成ファイルで使用されているマシン名または IPアドレスに
関係なく、マシン上の各ターゲットを検出します。

5. 複数ネットワーク・カードを使用するための複数ネットワーク・カードを使用するための複数ネットワーク・カードを使用するための複数ネットワーク・カードを使用するための Data Gathererの構成の構成の構成の構成

Data Gathererの場合、パラメータは vpp.node_addressです。このパラメータは、
/ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ、または TNS_ADMIN環境変数で指定さ
れたディレクトリにある SQLNET.ORAファイルで指定してください。

デフォルトでは、Data Gathererは、主ネットワーク・カードにバインドされます。主カー
ド以外のネットワーク・カードを使用するには、vpp.node_addressをそのネットワーク・
カードの IPアドレスに設定します。Data Gathererをすべてのネットワーク・カードにバイ
ンドするには、vpp.node_addressをホスト名に設定します。

Oracle Intelligent Agentおよびおよびおよびおよび Oracle Names
Oracle Intelligent Agentの管理対象となるマシン上で Oracle Namesを実行している場合、
データベースがすでに Names Serverで登録されており、データベースの別名が
listener.oraファイルの GLOBAL_DBNAMEパラメータによって定義されていることが
想定されます。

Intelligent Agent 8.0.4では、管理対象のサービスを検出する際に Oracle Namesを使用しま
せん。Intelligent Agent 8.0.4では、リスナーがどのデータベースにサービスするかは、
listener.oraファイルの GLOBAL_DBNAMEパラメータによって判断されます。この名
前は、管理対象のデータベース名として Enterprise Managerコンソール・ナビゲータに表示
されます。

GLOBAL_DBNAMEパラメータには一般に、Names Serverで登録されているものと同一の
データベース名が記述されます。たとえば、データベース初期化パラメータ・ファイルで与
えられている、データベースの名前およびドメインが記述されます。GLOBAL_DBNAME
パラメータの値は一意である必要があります。
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Agentに必要なロールとユーザー
この環境でジョブを実行している、またはイベントを監視しているとき、Intelligent Agent
でのデータベース別名の解決に Oracle Namesは使用されません。Agentは Bequeathプロ
トコルを使用して、独自の TNS接続文字列を生成します。

Agentに必要なロールとユーザーに必要なロールとユーザーに必要なロールとユーザーに必要なロールとユーザー
Intelligent Agentに必要な dbsnmpユーザー・アカウント（パスワードは dbsnmp）および
SNMPAGENTロールは、catsnmp.sqlに含まれています。catsnmp.sqlスクリプトは、
データベースとともにインストールされます。catsnmp.sqlスクリプトは、Oracleデータ
ベースのインストール時に catalog.sqlによって自動的に実行されます。

セキュリティ上の理由から、Intelligent Agentのデータベース・ログイン用のアカウントと
パスワードを、ユーザーが変更しなければならない場合があります。デフォルトのアカウン
トとパスワードはともに dbsnmpです。ユーザー名とパスワードを dbsnmp/dbsnmp以外
のものに変更するには、catsnmp.sqlをオープンして自分のアカウントとパスワード用に
編集し、スクリプトを再実行する必要があります。その後、snmp_rw.oraを編集して、次
のパラメータを追加する必要があります。

SNMP.CONNECT.<svcname>.NAME = <USERNAME>
SNMP.CONNECT.<svcname>.PASSWORD = <password> 

データベースに SNMPAGENTロールが存在するかどうかを判断するには、次の SQLコマンド
を入力します。

SELECT * FROM dba_roles;

SNMPAGENTロールが表示されない場合、そのデータベース上で catsnmp.sqlスクリプト
を実行します。

複数のバージョンのデータベースがすでに動作している場合、Agentがコンタクトする必要
のあるすべての付与とビューに対して正しい設定を行うには、各データベース上で
catsnmp.sqlスクリプトを実行する必要があります。

スクリプトを実行するには、SYSまたは INTERNALでログインする必要があります。

注意注意注意注意 : 同じノード上で複数の Oracleデータベースを管理しようとしている
場合、listener.oraファイルの GLOBAL_DBNAMEパラメータがデータ
ベースごとに異なっていることを確認してください。
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自動検出
自動検出自動検出自動検出自動検出
リリース 7.3.3以降の Intelligent Agentは、ビルトインの自動検出機能を備えています。こ
れは、管理対象のサービスに関する情報が含まれる必要な構成ファイルを、プロセスの起動
時に毎回、自動的に生成する機能です。検出プロセスの間に、次の 3つのファイルが作成ま
たは追加されます。

� $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.ora 

snmp_ro.oraファイルは、Agentによって作成される読取り専用ファイルです。この
ファイルには、Agentによって監視されるサービスに関する情報が含まれています。

� $ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.ora 

snmp_rw.oraファイルには、管理対象のサービスの索引情報が含まれています。この情
報は Agentによって内部的に使用されます。また、ユーザーがトレースなどの変数を指
定できるようにする働きもあります。

� $ORACLE_HOME/network/agent/services.ora 

services.oraファイルには、Agentが監視する必要のあるすべてのサービスの別名が含
まれています。このファイルにリストされたサービスのみが、Agentにより監視されま
す。このファイルの内容はその後、検出の間にコンソールに送られます。

Agentが起動すると、自動検出プロセスは次のソースから構成パラメータを読み込みます。

� oratab（UNIXノード上） 

� Windows NTレジストリ（Windows NTノード上）

� listener.ora 

� tnsnames.ora（存在する場合） 

注意注意注意注意 : catsnmp.sqlの場所は、動作しているデータベースのバージョン、
およびプラットフォームによって異なります。たとえば、Windows NT上の
Oracle 8.xデータベースでは、スクリプトは

ORACLE_HOME¥rdbms8x¥adminディレクトリにあります。catsnmp.sql
スクリプトを複数回実行することによって問題が生じることはありません。

注意注意注意注意 : これらのファイルで使用されるパラメータの詳細は、付録 A「構成
ファイル」を参照してください。
                                                                 インストールと構成 2-11



自動検出
検出プロセスにより、ノード上にインストールされているサービスが抽出され、前述の構成
ファイル群がコンパイルされます。

リリース 7.3.4および 8.0.3以降では、Agentは各 ORACLE_HOMEに対する SID情報を、
ORATABファイル（UNIXの場合）またはWindows NTレジストリのどちらかからコンパイ
ルします。Agentは次に、listener.oraファイルを解析して、関連する SIDおよびリスナー情
報を探します。listener.oraファイルに GLOBAL_DBNAMEセクションがある場合、
Agentはデータベース・サービス名を GLOBAL_DBNAME変数に設定します。変数が存在
しない場合、Agentは SIDに対する有効なサービス名を含む tnsnames.oraを、そのマシン
上で探します。該当するファイルを Agentが見つけられない場合、<SID>_<HOSTNAME>
というサービス名が各 SIDに対して作成されます。

自動検出のための前提条件自動検出のための前提条件自動検出のための前提条件自動検出のための前提条件
� SQL*Netバージョン 2または Net80 TCP/IPが存在し、必要なファイル群が Intelligent 

Agentの起動に先立って作成されている必要があります。必要な SQL*Net（または
Net8）ファイルは listener.oraのみですが、特定のサービスを検出するには、
tnsnames.oraおよび sqlnet.oraを正しく構成してください。Agentはこれらの
ファイルを、$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリで検索します。

注意注意注意注意 : 7.3.3およびそれ以前のリリースでは、Agentは GLOBAL_DBNAME
を使用しません。

注意注意注意注意 : tnsnames.oraで、同じインスタンスに対して複数の別名が存在する
場合、Agentは最初にリストされている別名を使用します。それ以外の別名
を使用するには、tnsnames.oraのエントリの順序を入れ替えて、Agentを再
起動します。

注意注意注意注意 : 1台のマシン上に複数のデータベース・インスタンスが存在し、
listener.oraファイルで GLOBAL_DBNAMEパラメータを使用している
場合、これらのインスタンスは listener.oraに一意の GLOBAL_DBNAMEを
持つ必要があります。listener.oraを手動で編集しなければならない場合もあ
ります。
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サービス検出プロセス
� Agentによる検出における TNS_ADMIN変数の使用方法は次のとおりです。

（UNIX）すべてのバージョンの UNIX検出スクリプトで、TNS_ADMIN変数を使用し
て入力構成ファイル（listener.oraおよび tnsnames.ora）の場所を特定できま
す。この環境変数が設定されている場合、8.0.3/7.3.4以降のリリースでのみ、出力ファ
イル（snmp_ro.oraおよび snmp_rw.ora）を TNS_ADMINに正しく書き込むことが
できます。TNS_ADMIN変数が設定されていない場合、Agentは出力ファイルを 
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリに書き込みます。

（NT）リリース 8.0.5以降では前述のものに加えて、検出スクリプトにより
TNS_ADMINの値が NTレジストリから読み取られます。この変数は、次の場所にあり
ます。

� （NT）「コントロール パネル」→「システム」→「環境」タブ内の TNS_ADMIN変
数

� （NT）NTレジストリ内の TNS_ADMINキー

サービス検出プロセスサービス検出プロセスサービス検出プロセスサービス検出プロセス
Agentが起動時に最初に実行する操作は、Agentが監視するノード上にどのようなサービス
が存在するかを検出することです。次の検出アルゴリズムに関するドキュメントでは、
Agentが動作する最も一般的な 2つのプラットフォームでのサービス検出プロセスについて
説明します。

Agentの検出プロセス（の検出プロセス（の検出プロセス（の検出プロセス（Windows NT））））
Agentを起動すると、スクリプトが実行され、Windows NTレジストリ、listener.ora
ファイルおよび tnsnames.oraファイル（存在する場合）から構成パラメータが読み込まれ
ます。

Agentは、インストールされているマシン上で新しいサービスを検出し、その構成ファイル
である snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraを作成、再書込みまたは追
加します。

Agentは次の検出アルゴリズムを使用して、そのマシン上で使用可能なサービス（Agentに
より管理されるサービス）を判断します。

1. Agentは、Windows NTレジストリから読み取られた各データベース・サービスの
ORACLE_SIDおよび ORACLE_HOME情報を記録します。

2. Windows NTレジストリの値を基に、Agentは listener.oraファイルを読み取り、
どのリスナーがどのデータベースにサービスするかを判断します。構成ファイル
listener.oraの場所は、SQL*Netの構成ファイルの場所に基づきます。たとえば、
TNS_ADMIN環境変数と、$ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリの場所は、
Windows NTレジストリから読み取られた ORACLE_HOME情報を基にして決まりま
す。
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サービス検出プロセス
3. 検出されたデータベースの名前は、そのデータベースの listener.oraファイルで定
義されている GLOBAL_DBNAMEパラメータに基づきます。

4. listener.oraに GLOBAL_DBNAMEパラメータが存在しない場合、Agentは
listener.oraファイルを検索したときと同じ方法で tnsnames.oraファイルを検索
します。

5. tnsnames.oraファイルが見つからない場合、データベース別名
<SID>_<hostnames>がデータベース・サービスに割り当てられます。サービスはこ
の別名で Agentに認識され、Oracle Enterprise Managerコンソールにその名前で表示
されます。

Agentの検出プロセス（の検出プロセス（の検出プロセス（の検出プロセス（UNIX））））
起動時に Agentは、インストールされているマシン上で新しいサービスを検出し、その構成
ファイル snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraを作成します。

Agentは次の検出アルゴリズムを使用して、そのマシン上で使用可能なサービス（Agentに
より管理されるサービス）を判断します。

1. Agentは oratabファイルから、すべてのOracleホームおよび SIDの値を読み取りま
す。oratabファイルが次のどちらの場所に格納されるかは、プラットフォームによっ
て異なります。

� /etc 

� /var/opt/oracle 

2. oratabファイルから読み取られた Oracleホームの値を基に、Agentは
listener.oraファイルを検索して、どのリスナーがどのデータベースにサービスす
るかを判断します。

3. 検出されたデータベースの名前は、そのデータベースの listener.oraファイルで定
義されている GLOBAL_DBNAMEパラメータに基づきます。

注意注意注意注意 : TNSNAMES.ORAファイルで、同じインスタンスに対して複数の別名
が存在する場合、Agentは最初にリストされている別名を使用します。それ
以外の別名を使用するには、TNSNAMES.ORAファイルのエントリの順序を入
れ替えて、Agentを再起動します。

Agentが存在するノード上に、データベースまたはその他の新しいサービス
がインストールされた場合、Agentを再起動して、新しいサービスを Agent
の構成ファイルに追加する必要があります。この手順は、UNIXバージョン
の Intelligent Agentについても適用します。
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Intelligent Agentのアップグレード
4. listener.oraに GLOBAL_DBNAMEパラメータが存在しない場合、Agentは
listener.oraファイルを検索したときと同じ方法で tnsnames.oraファイルを検索
します。

5. tnsnames.oraファイルが見つからない場合、データベース別名
<SID>_<hostnames>がデータベース・サービスに割り当てられます。サービスはこ
の別名で Agentに認識され、Oracle Enterprise Managerコンソールにその名前で表示
されます。

Intelligent Agentのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
各リリースの Intelligent agentにより、Agentのパフォーマンス、機能性および信頼性が向
上します。そのため、ご使用のプラットフォームで使用できる最新バージョンに Intelligent 
Agentをアップグレードすることをお薦めします。Enterprise Manager環境に不可欠な部分
として、特定のステップに続いて、新しい Agentへの移行によりご使用の Enterprise 
Managerジョブおよびイベントが影響を受けないことを確認する必要があります。

Enterprise Managerバージョンバージョンバージョンバージョン 2のののの Agentアップグレード・ガイドラインアップグレード・ガイドラインアップグレード・ガイドラインアップグレード・ガイドライン
1. 最新の Intelligent Agentを新しい Oracleホームの下にインストールします。

2. 保存しておくジョブまたはイベントが、それぞれジョブ・ライブラリまたはイベント・
ライブラリに保存されていることを確認します。ジョブ /イベントをジョブ /イベン
ト・ライブラリに追加するには、ジョブ /イベント・ペインから該当のジョブ /イベン
トを選択し、マウスの右ボタンを使用して目的のエントリをクリックして、コンテキス
ト依存メニューから「ライブラリへのコピー」を選択します。

3. イベントの警告をイベントの履歴に移動します。履歴ペインの内容は保存または消去で
きます。

4. Enterprise Managerコンソールから、既存のイベントの登録を解除し、Agentをアップ
グレードするノードに対してスケジュールされているアクティブ・ジョブを削除しま
す。

5. 古い Agentをシャットダウンします。

6. 新しい Agentを起動します。

7. OEMコンソールから、ナビゲータ上のノードをリフレッシュします。

注意注意注意注意 : 複数のターゲットに対して登録されているイベントがある場合、「類
似作成」メニュー・オプションを使用して、各ターゲットについて個々のイ
ベントを作成し、これらのイベントをイベント・ライブラリに保存します。
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Data Gathererの構成
8. 新しい Agentに保存したジョブおよびイベントを再度送ります。

Enterprise Managerジョブジョブジョブジョブ /イベントのイベントのイベントのイベントの 8.1.5またはまたはまたはまたは 8.1.6 Agentからからからから 8.1.7 
Agentへの移行への移行への移行への移行

8.1.5/8.1.6 Intelligent Agentに対して発行された既存のジョブまたはイベントがあり、ジョ
ブの再発行またはイベントの再登録を行わずに、8.1.7 Agentにアップグレードする場合、す
べての既存のジョブまたはイベントを、次の手順で移行する必要があります。

1. 8.1.7 Agentを別の ORACLE_HOMEにインストールします。

2. コマンド行で lsnrctl dbsnmp_stopと入力し、古い 8.1.x Agentを停止します。

3. 古い Agentの ORACLE_HOME/network/agentディレクトリから 8.1.7 Agentの
ORACLE_HOME/network/agentディレクトリに、すべてのファイル（*.qファイル、
*.inpファイルおよび tcl*ファイル）をコピーします。ディレクトリをコピーしないでく
ださい。この結果、これらのファイルは、8.1.7 Agentをインストールしたユーザーの所
有物になります。新しい Agentのディレクトリで、これらのファイルの所有権を確認し
てください。

4. lsnrctl dbsnmp_startと入力して、8.1.7 Agentを起動します。

5. 新しい Agentで検出されたサービス（データベース、リスナーなど）が、古い Agent
によって検出されたサービスと同一であることを確認してください。

古い Agentと新しい Agentの ORACLE_HOME/network/agent/services.oraファ
イルにあるサービス名および定義を、ただちに比較チェックすることをお薦めします。

6. Enterprise Managerコンソールから、Agentのノードをリフレッシュします。

移行後、以前のジョブまたはイベントは、すべて以前と同様に実行されます。

Data Gathererの構成の構成の構成の構成
Data Gathererは、Oracle Capacity Planner、および Javaベースの新しい Oracle 
Performance Managerによって使用されるパフォーマンス・データ収集ツールで、
Intelligent Agentとともにインストールされます。ホスト上に Oracle Data Gathererをイン
ストールしたら、その構成を行う必要があります。

デフォルトでは、Oracle Data Gathererはデータベースに対する優先接続情報として設定さ
れたユーザー名 /パスワードのアカウントを使用して、Data Gathererの場所の特定を試み
ます。優先接続情報が正しくない、または Data Gathererがホスト上にない場合、Data 
Gathererの場所を再度問い合せるメッセージがクライアントによって表示されます。

クライアント・アプリケーション（Performance Managerおよび Capacity Planner）を起動
する前に、データベースに対する優先接続情報を設定することがあります。

Oracle Data Gathererがインストールされたホスト上の TNSNAMES.ORAファイルに、次の
要素に対するエントリが含まれている必要があります。
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別の Oracleホームに新しい Data Gathererをインストールする時の前のバージョンからのアップグレード
� ターゲット・データベース。

� Oracle Capacity Plannerおよび Oracle Performance Managerのリポジトリ。リポジトリ
の場所は、Oracle Configuration Assistantを使用して定義します。

別の別の別の別の Oracleホームに新しいホームに新しいホームに新しいホームに新しい Data Gathererをインストールする時をインストールする時をインストールする時をインストールする時
の前のバージョンからのアップグレードの前のバージョンからのアップグレードの前のバージョンからのアップグレードの前のバージョンからのアップグレード

前のバージョンとは異なる Oracleホームに、Oracle Data Gathererの新しいバージョンをイ
ンストールできます。これを行う場合の手順は、次のとおりです。

1. 前のバージョンの Oracle Data Gathererを停止します。Oracle Data Gathererを停止す
る方法については、2-20ページの「NTおよび UNIXでのデータ収集サービスの運用制
御」を参照してください。

2. 新しいバージョンの Oracle Data Gathererをインストールします。ただし、この時点で
はまだ起動はしないでください。

3. 前のバージョンの Oracle Data Gathererに関連付けられた、Capacity Plannerの構成
ファイル（状態ファイル）およびデータ・ファイルを、新しいバージョンの Oracle 
Data Gathererをインストールした Oracleホームに移動します。

Oracle Data Gathererの状態ファイルおよびデータ・ファイルは、
$ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリにあります。Oracle Capacity Plannerを使用
して新しバージョンの Oracle Data Gathererに接続し、新しい収集を設定する前に、
ファイル群を新しい $ORACLE_HOME/odg/recoディレクトリにコピーする必要があり
ます。

これらのファイルを移動しないと、次の問題が起こります。

a. バイナリ・データがロードされない。

Oracle Data Gathererによって作成されたバイナリ・データ・ファイルのうち、
Capacity Plannerデータベースにロードされていないものは、ロードされません。

b. データ収集定義が保持されていない。

Capacity Plannerのデータ収集を再定義する必要があります。

前のバージョンと同じ Oracleホームに新しいバージョンの Oracle Data Gathererインス
トールした場合、あるいは現在 Oracle Capacity Plannerを使用していない場合は、状態
ファイルおよびデータ・ファイルを移動しないでください。

注意注意注意注意 : Oracle Capacity Plannerまたは Oracle Performance Managerのどち
らも使用する予定のない場合、Oracle Data Gathererを構成または起動する
必要はありません。
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Collection Dataの Agent Data Gathererリリース 8.1.7への移行
4. 新しいバージョンの Oracle Data Gathererを起動します。Oracle Data Gathererを起動
する方法の詳細は、2-20ページの「NTおよび UNIXでのデータ収集サービスの運用制
御」を参照してください。

Collection Dataのののの Agent Data Gathererリリースリリースリリースリリース 8.1.7への移行への移行への移行への移行
ユーティリティ NMUMIGRATEを使用すると、既存の Agent Data Gathererによって実行
中の既存データベース収集を、8.1.7 Agent Data Gathererで認識される新規フォーマットに
移行できます。これは、8.1.7より前の ODBカートリッジから新規DBAカートリッジへの
移行です。新規の DBAカートリッジにより、パフォーマンスならびに収集が強化されます。

収集データを移行する前に、次のことを確認してください。

� 8.1.7 Intelligent Agentをインストールします。

� ORACLE_HOME環境変数が、8.1.7 Intelligent Agentの ORACLE_HOMEに設定されて
いることを確認します。

� Data Gathererが実行中でないことを確認します。

コマンド・プロンプトで、次のように入力します。

nmumigrate <old ORACLE_HOME>

このユーティリティは、8.1.7 ORACLE_HOME/binディレクトリの下にインストールされ、
旧 ORACLE_HOME内のデータベース収集を、新 ORACLE_HOME内の 8.1.7 Agent Data 
Gathererで認識される新規のフォーマットに移行します。この新しい ORACLE_HOMEに、
新規の収集状態ファイルが作成されます。ユーティリティでは、ORACLE_HOME環境変数
を使用して、新しい ORACLE_HOMEを取得します。ユーザーが古い ORACLE_HOME内
で 8.1.7 Agent Data Gathererにアップグレードしている場合、ユーザーは、このユーティリ
ティ実行時に ORACLE_HOMEを指定する必要はありません。データベース収集カートリッ
ジ以外の収集カートリッジの場合、ユーティリティでは、8.1.7 ORACLE_HOMEにカート
リッジがインストールされているかどうかを確認し、インストールされていれば、対応する
収集ファイルを旧 ORACLE_HOMEから 8.1.7 ORACLE_HOMEへコピーします。

移行の実行後、8.1.7 ORACLE_HOME/odg/log/migration.logファイルで移行の詳細
を確認してください。

注意注意注意注意 : このユーティリティでは、ユーザー定義スクリプトの収集は移行され
ず、移行を試みると、次のメッセージが出力されます。

Warning: class not found in map

この場合、ユーザーは、ユーザー定義スクリプトの収集を、Oracle Capacity 
Plannerに移動して、これらの収集を再起動することにより、手動で移行す
る必要があります。
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Collection Dataの Agent Data Gathererリリース 8.1.7への移行
移行後移行後移行後移行後

$ORACLE_HOME/odg/log/migration.logファイルで、移行の詳細を確認できます。

NMUMIGRATEユーティリティの機能ユーティリティの機能ユーティリティの機能ユーティリティの機能
NMUMIGRATEは、移行時に次のタスクを実行します。

1. Data Gathererが実行中でないことを確認します。Data Gathererが実行中の場合、
NMUMIGRATEは Data Gathererが書込みを行っている状態ファイルにはアクセスでき
ません。

2. 現行の ORACLE_HOME設定から $ORACLE_HOMEを取得します。

3. メッセージ・カタログ・ファイルを読み込みます。

$ORACLE_HOME/odg/mesg/vpxodbus.msb
$ORACLE_HOME/odg/mesg/vpxdbaus.msb

4. 移行ログを記録するためのログ・ファイルを作成または追加します。

$ORACLE_HOME/odg/log/migration.log

5. 次のディレクトリから移行する必要のある状態ファイルのリストを取得します。

$OLD_ORACLE_HOME/odg/reco

 これらのファイルは、‘S’または ‘R’で始まります。

6. これらの状態ファイルのMODULE_IDを調べて、次のことを確認します。

a. IDが ODBかどうか。ODBの場合、DBAカートリッジに移行されます。

b. Windows NTオペレーティング・システムのカートリッジ、NT_OSの場合、現行
プラットフォームがWindows 2000であれば移行されます。

c. 他のすべてのカートリッジ状態ファイルは移行されません。

7. NMUMIGRATEでは、すでにアクティブな収集が存在する場合、新規の
ORACLE_HOMEに状態ファイルがすでに存在するかどうかを確認します。移行は実行
されません。

8. ODBカートリッジの場合、NMUMIGRATEはまず状態ファイルが有効であることを確
認し、‘M’ファイルにコピーします。次に、ODBカートリッジの収集設定を DBAカー
トリッジに変換します。ORACLE_HOMEに新しい状態ファイルを生成します。

9. 他のカートリッジ・ファイルの場合、異なる ORACLE_HOMEにインストールされてい
れば、NMUMIGRATEはこのカートリッジがインストールされているかどうかを確認
します。インストールされている場合、状態ファイルおよびデータ・ファイルを新規の
ORACLE_HOMEにコピーします。
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NTおよび UNIXでのデータ収集サービスの運用制御
NTおよびおよびおよびおよび UNIXでのデータ収集サービスの運用制御でのデータ収集サービスの運用制御でのデータ収集サービスの運用制御でのデータ収集サービスの運用制御
UNIXおよびWindows NT上の Oracle Enterprise Managerでは、vppcntlコマンドを使用
して、データ収集サービスを管理します。vppcntlの実行可能ファイルは、
ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。

次の表は、Oracle Data Gathererの制御コマンド一覧です。

複数バージョンの製品が混在する環境で Oracle Enterprise Managerを実行している場
合、最新のクライアントにアップグレードすることをお薦めします。詳細は、次の表の
互換性情報を参照してください。

操作操作操作操作 入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド入力するコマンド

Oracle Data Gathererを起動する vppcntl -start

Oracle Data Gathererを停止する vppcntl -stop

Oracle Data Gathererの動作を確認する vppcntl -ping

Oracle Data Gathererのバージョンを調べる vppcntl -version

注意注意注意注意 : 1台のホスト上では、同時に 1つのバージョンの Data Gathererのみ
を実行できます。したがって、1台のホスト上に複数の Data Gathererをイン
ストールする必要はありません。前のバージョンの Data Gathererがある場
合は、それを削除することをお薦めします。1台のホスト上で複数の Data 
Gathererを起動しようとすると、エラーが返されます。

Oracle Enterprise Managerのバージョンのバージョンのバージョンのバージョン Data Gathererのバージョンのバージョンのバージョンのバージョン

Enterprise Manager 1.5.5および 1.6.0
クライアント

Data Gathererリリース 8.0.4および 8.0.5

リリース 8.1.5の Data Gathererとは組み合せな
いこと

Enterprise Manager 2.0.4クライアント Data Gathererリリース 8.0.4、8.0.5または 8.1.5
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NTおよび UNIXでのデータ収集サービスの運用制御
Windows NT上でのその他の運用制御方法上でのその他の運用制御方法上でのその他の運用制御方法上でのその他の運用制御方法
この項では、Windows NTを通しての Oracle Data Gathererの制御に関する情報を説明して
います。

デフォルトでは、1台のホスト上で Oracle Data Gathererを手動で起動します。Windows 
NTの「コントロール パネル」を通して Oracle Data Gathererを自動的に起動するための手
順は、次のとおりです。

1. 「コントロール パネル」フォルダにある「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 起動する Oracle Data Gathererのサービス名を選択します。

ホスト上の Oracleホームが 1つの場合、Oracle Data Gathererサービスの名前は
OracleDataGathererです。

ホスト上に複数の Oracleホームがあり、Oracle Data Gathererが複数の Oracleホーム
にインストールされている場合、複数のデータ収集サービスが表示されます。Oracle 
Data Gathererが複数の Oracleホームにインストールされているとき、データ収集サー
ビスの名前には、Oracle<Oracle_Home_name>DataGathererのような命名規約が使用
されます。たとえば、ホスト上に 804、805という名前で 2つの Oracleホームが存在
し、データ収集サービスがその両方にインストールされているとします。これらの
Oracleホームに対する Oracleのデータ収集サービスには、それぞれ
Oracle804DataGatherer、Oracle805DataGathererという名前が付けられます。

スタートアップの種類は「手動」に設定されています。これは、ユーザーが手動でデー
タ収集サービスを起動するための設定です。システムを起動するたびにデータ収集サー
ビスが自動的に起動されるようにするには、スタートアップの種類を「自動」に設定し
ます。

a. 「スタートアップ」ボタンをクリックします。「サービス」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

b. 「スタートアップの種類」で「自動」を選択します。

c. 「サービス」ダイアログ・ボックスで「OK」をクリックします。

3. 「起動」ボタンをクリックして、データ収集サービスを起動します。

Windows NTの「コントロール パネル」を通して Oracle Data Gathererを停止するための
手順は、次のとおりです。

1. 「コントロール パネル」フォルダにある「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 停止する Oracle Data Gathererのサービス名を選択します。

3. 「停止」ボタンをクリックして、データ収集サービスを停止します。
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Oracle Data Gatherer上でのトレース情報の取得
データ収集サービスの動作確認データ収集サービスの動作確認データ収集サービスの動作確認データ収集サービスの動作確認
Windows NT上では、次のいくつかの事項を確認することによって、Oracle Data Gatherer
が動作しているかどうかを判断できます。

� vppcntl -pingコマンドによって返されるステータス

� 「コントロール パネル」の「サービス」の「状態」

� 「Windows NTタスク マネージャ」での vppdcプロセスの状態

オラクル社では、vppcntl -pingコマンドの使用をお薦めします。これは、このコマンド
が Oracle Data Gathererの動作状況を報告するのみでなく、サービスの応答性および正常な
動作を判断するためのテストを実行するためです。

データ収集サービスの警告ログは、ORACLE_HOME¥odg¥bin¥alert_dg.logファイルに
書き込まれます。

UNIXでは、vppcntl -pingコマンドを使用して、Oracle Data Gathererが動作している
ことを確認します。データ収集サービスの警告ログは、
$ORACLE_HOME¥odg¥bin¥alert_dg.logファイルに書き込まれます。

Oracle Data Gatherer上でのトレース情報の取得上でのトレース情報の取得上でのトレース情報の取得上でのトレース情報の取得
Oracle Data Gatherer上で、トレース情報を取得することもできます。トレース情報を取得
するには、Oracle Data Gathererを Oracle Enterprise Managerコンソールから実行する必要
があります。

Oracle Data Gathererのトレース情報を画面上に表示するには、DOSプロンプトまたは
UNIXコマンド・ラインで、次のコマンドを入力します。

vppdc -console -debug

Oracle Data Gathererのトレース情報をファイルに送るには、DOSプロンプトまたは UNIX
コマンド・ラインで、次のコマンドを入力します。

vppdc -console -debug > trace.txt

前述のコマンドが使用される場合、トレース・ファイルには trace.txtという名前が付けられ
ます。トレース・ファイルには別の名前を指定することもできます。

注意注意注意注意 : すでに動作している Data Gathererをデバッグ・モードで起動し直す
場合、Data Gathererをいったん停止し、前述のように -debugフラグを使用
してコマンド・ラインから Data Gathererを起動する必要があります。
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ジョブ・スクリプトとイベント・スクリプトジョブ・スクリプトとイベント・スクリプトジョブ・スクリプトとイベント・スクリプトジョブ・スクリプトとイベント・スクリプト

この章では、次の項目について説明します。

� スクリプト言語

� サーバー・メッセージとエラー情報

� Intelligent Agentでの Tclの使用

� NLSの問題とエラー・メッセージ

� OraTclの関数とパラメータ

スクリプト言語スクリプト言語スクリプト言語スクリプト言語
ジョブ・スクリプトおよびイベント・スクリプトの記述には、OraTcl拡張機能付き Tcl言語
を使用します。Tclは次の要件を満たすことから、スクリプト用の言語として使用されます。

� ファイルおよびデバイスの処理、プログラムの起動、およびオペレーティング・システ
ム関数の実行のためのホスト・システム・アクセス 

� RDBMSアクセスのための SQLおよび PL/SQL関数

� RDBMS管理用関数

� Agent自体がサポートするデータベースMIB変数、および、ホストのサービスまたは
SNMP上で実現されるその他のサービスなどの外部MIBの両方への SNMPアクセス

� Oracle Intelligent Agent、および Oracle Traceなどその他の Oracleソフトウェアとの通
信

� 次のことを実現するジョブ・スクリプトおよびイベント・スクリプトを記述するための
構文

� ユーザー・インタフェースの駆動

� ジョブまたはイベントの性質、および任意の入出力に関する情報の提供
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スクリプト言語
� NLSサポートのための Oracleメッセージ・ファイル・システムへのアクセス

Tcl言語の説明言語の説明言語の説明言語の説明
Tclは、カリフォルニア州立大学バークレー校の John Ousterhout博士によって開発されま
した。Tclは Tool Command Languageの略称で、現行リリースのバージョンは 7.5です。

Tclは言語とライブラリの両方を指します。Tclはシンプルなテキスト言語で、テキスト・エ
ディタ、デバッガ、イラスト作成ツール、シェルなどの対話形式プログラムにコマンドを発
行することがその主な用途です。Tclはシンプルな構文を持ち、言語の拡張が容易です。Tcl
の利用者は、独自のコマンド・プロシージャを記述して、ビルトイン・セットに備わってい
るものよりもさらに強力なコマンドを組み込むことができます。

Tclは、アプリケーション・プログラムに埋込み可能なライブラリ・パッケージでもありま
す。Tclライブラリは、Tcl言語のパーサー、Tclのビルトイン関数を実装するルーチン、お
よび各アプリケーションに固有の追加コマンドで Tclを拡張するためのプロシージャから構
成されます。アプリケーション・プログラムは Tclコマンドを生成し、実行のためにそれら
を Tclパーサーに渡します。コマンドは、入力ソースから文字を読み取ることによって生成
できます。また、アプリケーションのメニュー・エントリ、ボタン、キーストロークなどの
ユーザー・インタフェースに、コマンド文字列を関連付けることによっても生成できます。
Tclライブラリはコマンドを受け取ると、コマンドをコンポーネント・フィールドに解析し、
ビルトイン・コマンドを直接実行します。アプリケーションによって独自に実装されるコマ
ンドについては、Tclはアプリケーションにコール・バックしてコマンドを実行します。多
くの場合、コマンドに実行のための追加の文字列を渡すことによって、Tclインタプリタが
再帰的に起動されます。プロシージャ、ループ・コマンドおよび条件コマンドは、すべてこ
のようなしくみで動作します。

アプリケーション・プログラムのコマンド言語に Tclを使用することには、様々な利点があ
ります。

� Tclは標準的な構文を提供します。Tclをいったん学習すれば、Tclベースのアプリケー
ションに容易にコマンドを送ることができます。

� Tclは言語拡張性を備えています。すべての Tclアプリケーションに必要なのは、アプリ
ケーションに固有の低レベル・コマンドをいくつか実装することです。Tclは多くの
ユーティリティ・コマンドに加えて、複雑なコマンド・プロシージャを構築するための
一般的なプログラミング・インタフェースを提供します。Tclを使用すれば、これらの
機能をアプリケーションの側で繰り返し実装する必要はありません。

� Tclの拡張機能は、Tclコマンドの送受信によってアプリケーション間で通信を行うため
の機構を提供します。Tcl言語の共通的なフレームワークは、アプリケーション間の通
信を容易にします。
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スクリプト言語
Tclはもともと、大規模なソフトウェア・システムの設計には複数の言語を使用する必要が
ある、という思想のもとに設計されたものです。これは、複雑な内部データ構造を操作す
る、パフォーマンスを重要視するなどの各用途に応じて最適な言語を使い分けることを意味
します。Tclについては、Cプログラムの断片をつなぎ合わせたり、拡張のためのフックを
提供したりするための短いスクリプトを記述する、などの用途があります。Tclスクリプト
の場合、パフォーマンスや、複雑なデータ構造およびアルゴリズムを扱うための機能性より
も、学習、プログラミングおよび統合の簡便さが重視されます。Tclは、より低いレベルで
の実現に適したタスクに遭遇した際に、それをより低レベルの言語に移植する容易さを考慮
して設計されています。このように、基本的なコア機能は小さなまま保つことができ、特定
の目的または要求に必要な断片を持ち寄って組み合せる作業に集中することができます。
Tcl/Tkの詳細は、次のWebサイトを参照してください。

� http://www.neosoft.com/tcl

� http://www.scriptics.com/resource/doc/papers/

OraTclの説明の説明の説明の説明
Agentのジョブとイベント・スクリプトはともに、ファイルとデバイスの処理、プログラム
の起動、オペレーティング・システム関数の実行、および Oracleデータベースへのアクセ
スのためのホスト・システム・アクセスを必要とします。OraTclは、Oracleの用途および
SNMPアクセスのために Tclを拡張する目的で開発されました。OraTclの機能のカテゴリ
は、次のように分かれています。

� SQLおよび PL/SQL関数

� RDBMS管理用関数

� SNMPアクセス

� Intelligent Agentおよびその他の Oracleソフトウェアとの通信

� キャラクタ・セット変換およびエラー処理用の関数

� 汎用ユーティリティ関数

OraTclの関数および変数の説明は、3-11ページの「OraTclの関数とパラメータ」を参照し
てください。

例例例例 :　　　　OraTclスクリプトスクリプトスクリプトスクリプト
次の例は、OraTclの基本的な使用方法を示しています。

#!/usr/local/bin/Tcl -f

注意注意注意注意 : World Wide Webサイトの場所は頻繁に変化するため、これらのアド
レスには将来アクセスできなくなる可能性があります。
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スクリプト言語
#
# monthly_pay.Tcl 
#
# usage: monthly_pay.Tcl [connect_string]
#  or    Tcl -f monthly_pay.Tcl [connect_string]
#
# sample program for OraTcl
# Tom Poindexter
#
# example of sql, pl/sql, multiple cursors
# uses Oracle demo table SCOTT.EMP
# uses id/pass from command line, 
# or "scott/tiger" if not specified
#
# this example does not illustrate efficient sql!
# a simple report is produced of the monthly payroll
# for each jobclass
#
global oramsg
set find_jobs_sql { select distinct job from SCOTT.EMP }
set monthly_pay_pl {
begin 
  select sum(sal) into :monthly 
 from SCOTT.EMP
 where job like :jobclass;
end;
}
set idpass $argv
if {[string length $idpass] == 0}{
  set idpass "scott/tiger"
}
set lda [oralogon $idpass]
set cur1 [oraopen $lda]
set cur2 [oraopen $lda]
orasql $cur1 $find_jobs_sql
set job [orafetch $cur1]
while {$oramsg(rc) == 0}{
  oraplexec $cur2 $monthly_pay_pl :monthly "" :jobclass "$job"
  set total_for_job [lindex [orafetch $cur2] 0]
  puts stdout "Total monthly salary for job class $job = ¥$ $total_for_job"
  set job [orafetch $cur1]
}
oraclose $cur1
oraclose $cur2
oralogoff $lda
exit
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サーバー・メッセージとエラー情報
サーバー・メッセージとエラー情報サーバー・メッセージとエラー情報サーバー・メッセージとエラー情報サーバー・メッセージとエラー情報
OraTclは、Tclグローバル配列 oramsgを作成、維持して、Oracle Serverメッセージの
フィードバックを提供します。oramsgは、OraTclインタフェース・ルーチンと通信して、
NULLの戻り値と LONGの制限を指定するためにも使用されます。NULLVALUEと
MAXLONGを除くすべてのケースで、任意の OraTclコマンドの起動時に各要素がNULLにリ
セットされ、コマンドの影響を受ける任意の要素が設定されます。oramsg配列は、オープ
ンされているすべての OraTclハンドルの間で共有されます。

oramsgの要素の要素の要素の要素
oramsgの要素を次に示します。

oramsg (agent_characterset)
Agentのキャラクタ・セットで、US7ASCIIのような値をとります。convertinおよび
convertout関数によるキャラクタ・セットの変換に使用されます。3-13ページの
「convertin」および 3-13ページの「convertout」を参照してください。

oramsg (db_characterset)
データベースのキャラクタ・セットで、US7ASCIIなどの値をとります。convertinおよ
び convertout関数によるキャラクタ・セットの変換に使用されます。3-13ページの
「convertin」および 3-13ページの「convertout」を参照してください。

oramsg (collengths)
oracolsによって返される列の長さの Tclリストです。collengthsは、oracolsによっ
てのみ設定されます。

oramsg (colprecs)
oracolsによって返される数値列の精度の Tclリストです。colprecsは、oracolsに
よってのみ設定されます。数値以外の列については、リスト・エントリは NULL文字列にな
ります。

oramsg (colscales)
oracolsによって返される数値列のスケールの Tclリストです。Colscalesは、oracols
によってのみ設定されます。数値以外の列については、リスト・エントリは NULL文字列に
なります。

注意注意注意注意 : oramsgは、それを必要とする任意の Tclプロシージャの中で、グ
ローバル文を使用して定義してください。
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サーバー・メッセージとエラー情報
oramsg (coltypes)
oracolsによって返される列の型の Tclリストです。coltypesは、oracolsによってのみ
設定されます。返される型には、次のようなものがあります。CHAR、VARCHAR2（バー
ジョン 7）、NUMBER、LONG、rowid、DATE、RAW、LONG_RAW、MLSLABEL、
RAW_MLSLABELまたは不明の型。

oramsg (errortxt)
rcに関連付けられるメッセージ・テキストです。oraplexec関数によって複数の SQL文
が実行されることがあるため、サーバーから複数のメッセージが受け取られる可能性があり
ます。

oramsg (handle)
最後に実行された OraTcl関数のハンドルを指します。ハンドルは、コマンドを追跡するた
めに使用されるメモリー内でのマッピングのことで、無効なハンドルが使用されている場合
を除き、OraTclコマンドの実行のたびに設定されます。

oramsg (jobid)
現行のジョブのジョブ IDです。ジョブ・スクリプトに対してのみ定義されます。

oramsg (language)
コンソールの NLS言語で、AMERICAN_AMERICA.US7ASCIIのように設定します。

oramsg (maxlong)
プログラマが設定できる要素で、orafetchによって返される LONGまたは LONG RAWデー
タの量を制限します。デフォルトは 32KBです。上限値は 64KB（バージョン 6）または
2147483647バイト（バージョン 7）です。ゼロ以下の値はすべて無視されます。変更された
maxlongの値は、次に orasqlをコールしたときに有効になります。orafetchの、
MAXLONGの使用に関する注記を参照してください。

oramsg (nullvalue)
プログラマが設定できる要素で、NULLの結果に対して返される文字列値を指定します。
oramsg (nullvalue)を DEFAULTに設定すると、INTEGER、FLOATおよびMONEYのよ
うな数値 NULLデータ型に対しては 0が返され、その他のすべてのデータ型に対しては
NULL文字列が返されます。NULLVALUEは、初期値では defaultに設定されています。

oramsg (ocifunc)
OraTclによって最後にコールされた OCI関数の数値 OCIコードです。詳細は、『Oracle
コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

oramsg (oraobject)
スクリプトの動作対象オブジェクトを示します。イベント・スクリプトに対してのみ定義さ
れます。

oramsg (orahome)
ORACLE_HOMEディレクトリです。
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サーバー・メッセージとエラー情報
oramsg (oraindex)
構成ファイル snmp.oraから読み取られた SNMP索引値の Tclリストです。

oramsg (orainput)
ジョブの入力ファイルの名前を示す Tclリストです。ほとんどのジョブは入力ファイルを必
要としませんが、SQLスクリプトで SQL*Plusを起動するジョブ、または仕様ファイルで
Exportを起動するジョブは、入力ファイル機能を使用します。ジョブ・スクリプトに対して
のみ定義されます。

oramsg (rc)
最後の SQLコマンドと、後続の orafetch関数による処理の結果を示します。rcは
orasql、orafetch、oraplexecによって設定され、OraTclコマンドによって最後にコー
ルされた OCIライブラリ関数からの数値リターン・コードが入ります。

詳細は、『Oracleエラー・メッセージ』を参照してください。一般的な値のリストを表 3-1
「エラー・メッセージ」に示します。

oramsg (rows)
orasqlコマンドでの挿入、更新または削除によって変化する行の数、または orafetchに
よってフェッチされる累計の行数です。

oramsg (sqlfunc)
最後に実行された SQL関数の数値 OCIコードです。詳細は、『Oracleコール・インタ
フェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

oramsg (starttime)
ジョブが開始するようにスケジューリングされた時刻です。ジョブに対してのみ定義されま
す。

表表表表 3-1 エラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージエラー・メッセージ

エラーエラーエラーエラー 意味意味意味意味

0000 関数は正常に終了。エラーはありません。

0900～ 0999 無効な SQL文、キーワード不足、無効な列名など。

1000～ 1099 プログラム・インタフェース・エラー。SQL文の欠如、ログイン拒否、
必要な権限不足など。

1400～ 1499 実行エラーまたはフィードバック。

1403 orafetchコマンドの実行時にデータの終端に到達。

1406 orafetchによってフェッチされる列が切り捨てられた。LONGまたは
LONG RAWデータのフェッチ時に、maxlongの値が実際のデータ・サ
イズよりも小さい場合に発生する可能性があります。
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修正ジョブの Tcl配列に対するイベント
修正ジョブの修正ジョブの修正ジョブの修正ジョブの Tcl配列に対するイベント配列に対するイベント配列に対するイベント配列に対するイベント
OraTclは、Tclグローバル配列 trigeventを作成、維持して、Tcl配列を Enterprise 
Managerの修正ジョブに渡します。trigevent配列は、修正ジョブ自体からも使用できま
す。

trigeventの要素の要素の要素の要素
trigeventの要素を次に示します。

trigevent (name)
修正ジョブを起動するイベントの名前です。

trigevent (object)
ネットワークのターゲットまたはノードです。

trigevent (arguments)
トリガー・イベントへの引数です。イベントにより異なります。

trigevent (results)
イベントの結果です。たとえば、この要素は CPU使用率イベント・テストの使用率が 35%
であることを示す数値 35を返します。

trigevent (severity)
イベントの重大度です。-1（安全）、1（警戒）、2（警告）があります。

例例例例
次の例は、2つの異なるタスクを実装する修正ジョブを示しています。

� trigeventを使用して修正ジョブに配列を渡す Tclスクリプト

global trigevent
if {[info exists trigevent]}{
  puts "Event name: $trigevent(name)"
  puts "Event object: $trigevent(object)"
  puts "Event arguments: $trigevent(arguments)"
  puts "Event results: $trigevent(results)"
  puts "Event severity: $trigevent(severity)"

警告警告警告警告 : trigeventは、修正ジョブでしか機能しません。この配列が修正
ジョブ以外に渡されると、trigeventは未定義（NULL）になりジョブは失
敗します。このため、trigevent配列は、その要素の参照が解除される前に
必ずチェックする必要があります。
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修正ジョブの Tcl配列に対するイベント
} else {
  puts "Not a fixit"
}

� オペレーティング・システム・コマンドの実行

top -d1 -ocpu

この例の修正ジョブは、特定レベルの CPUの使用率を監視する CPUUTILイベント・テス
トと対応づけられています。このイベント・テストの場合、次のようなパラメータが設定さ
れます。

� 警告のしきい値警告のしきい値警告のしきい値警告のしきい値  = 20

� 警戒のしきい値警戒のしきい値警戒のしきい値警戒のしきい値 = 10

� 修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ修正ジョブ = プロパティ・シートで選択したオプション 

CPUUTILイベント・テストを含むイベントが引き起こされると、対応する修正ジョブが実
行されます。修正ジョブでは、次のような出力が生成されます。

実行された最初のタスク :　trigevent配列の情報が表示されます。

Event name: /oracle/host/perf/cpuutil
Event object: aholser-sun
Event arguments: {1} {20} {10}
Event results: 63
Event severity: 2

実行された 2番目のタスク :　オペレーティング・システム・コマンド top -d1 -ocpuが実
行されます。

last pid: 26420;  load averages:  0.64,  0.56,  0.48    13:16:00
111 processes: 110 sleeping, 1 on cpu

Memory: 128M real, 7080K free, 89M swap in use, 912M swap free

  PID USERNAME THR PRI NICE  SIZE   RES STATE   TIME    CPU COMMAND
  727 root       1  30    0  128M   19M sleep  17:22 10.54% Xsun
25915 aholser    4  31    0   12M 5032K sleep   4:47 10.32% dbsnmp
  823 aholser    1  34    0   10M 4368K sleep   2:11  7.37% dtterm
26402 aholser    1  34    0  976K  872K sleep   0:03  3.57% find
26415 aholser    4  34    0   11M 4304K sleep   0:00  3.11% dbsnmp
26403 aholser    1  23    0  976K  872K sleep   0:02  2.60% grep
25914 aholser    4  34    0   11M 4832K sleep   0:56  2.56% dbsnmp
26419 aholser    1  -5    0 1576K 1368K cpu     0:00  1.64% top
  894 aholser    1  33    0 5904K 3456K sleep   7:07  0.86% view_server
  159 root       5  23    0 3176K 1976K sleep   6:21  0.29% automountd
26418 aholser    1  25    0  920K  760K sleep   0:00  0.28% sh
 1007 root       3  33    0 1840K 1400K sleep   0:40  0.06% cachefsd
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Intelligent Agentでの Tclの使用
Intelligent Agentでのでのでのでの Tclの使用の使用の使用の使用
Tclスクリプトは、Intelligent Agentでジョブまたはイベントを扱うために使用されます。
同じ Tclスクリプトでも、Agentとユーザー・インタフェースではその扱いが異なります。

ジョブとは、1回または複数回実行されるようにスケジューリングされるスクリプトのこと
です。ジョブは一般に、データベースを起動する、バックアップを実行する、または puts
コマンドを通して画面に出力を送るなどの副次作用を伴い、実行には長い時間を要すること
があります。イベント・スクリプトと異なり、ジョブには SQLスクリプトなどの入出力
ファイルを与えることができます。UNIX、DOSまたは OS/2上では、出力ファイルが
stdoutでリダイレクトされることに注意してください。

一方イベント・スクリプトは、例外の検出にその目的を限って使用されます。Tclイベン
ト・スクリプトは様々な手段を利用して、データベース、ホスト・システムまたは SQL*Net
サービスを監視できます。特定の条件が満たされたと判断すると、スクリプトはイベントの
重大度を示すリターン・コードを Agentに送ります。イベント・スクリプトはジョブよりも
頻繁に実行される傾向があり、実行時間は比較的短いことが想定されます。また、イベン
ト・スクリプトには副次作用が伴わないことも想定されます。

ジョブとイベントはともに Tclを使用してタスクを遂行する一方で、実行環境が異なるな
ど、両者の性質は大きく異なっています。特に UNIXシステム上では、イベントは通常
Agentコードとともにインラインで実行される一方で、ジョブは独立したプロセスへと分岐
します。

インラインのイベント・スクリプトに限り、Tclインタプリタの状態が実行の間に保存され、
Tclグローバル変数の値が保持されます。これらは仮想プロセスの存在を装うための動作で
す。これにより、イベント・スクリプトは履歴を維持して、イベントが何度も呼び出される
のを防ぐことができます。たとえば、ある値が 90を超えたことをコンソールに通知した後
で、次に値が 80を下回り再び 90を超えるまでの間、再度の通知を控えることができます。
oralogon関数を使用しているデータベース接続は、インラインの全イベント・スクリプト
にまたがってキャッシュされます。これにより、同じ接続文字列を使用して繰り返し実行さ
れるイベント・スクリプトが、同じ接続を利用できます。

ジョブとイベントの両方に対して、すべてのコマンドとグローバル変数が使用可能なわけで
はありません。スクリプトの動作対象となっているサービスの種類をイベントに知らせる
oraobjectグローバル変数は、ジョブには存在しません。また、ジョブが SQL*Plusスク
リプトに対して使用する orainputグローバル変数はイベントにはありません。
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OraTclの関数とパラメータ
NLSの問題とエラー・メッセージの問題とエラー・メッセージの問題とエラー・メッセージの問題とエラー・メッセージ
ユーザーがイベントを登録する、またはジョブをスケジューリングするとき、Agentに対し
てユーザーの言語環境設定を使用できます。各コンソール・ユーザーの言語および現在のア
ドレスを報告するための、特殊なリモート・プロシージャ・コールが用意されています。
oralogon関数がコールされるたびに、Agentは指定された言語への ALTER SESSIONコマ
ンドを前もって発行します。これは、それ以降に Oracle Serverから送られてくるメッセー
ジまたは出力が、ユーザーの言語になることを意味します。加えて、キャラクタ・セットの
変換は Agent上で明示的に行われず、コンソールがユーザー側でその変換を行うことができ
ます。

イベント・スクリプトまたはジョブ・スクリプトの実行が失敗すると、エラー・メッセージ
がユーザーの言語でコンソールに返されます。通常これは、関数が不適切なパラメータを与
えられた場合に、Oracle Tcl拡張機能のいずれかによって返される Oracleメッセージです。
たとえば、oralogonは次のようなエラーを返します。“ERROR: ORA-01017: ユーザー名 /
パスワードが無効です。ログインは拒否されました。”これは、不正な接続文字列が与えら
れた場合のメッセージです。ただし、エラー・メッセージは次のような Tcl固有のメッセー
ジになることもあります。“ERROR: Tcl-00456: division by zero error”これはメッセージ・
ファイルに格納されるため、ユーザーの作業環境の言語で返されることはありません。ユー
ザーの言語作業環境が指定されていないか、ユーザーの言語のエラー・メッセージ・テキス
トが存在しない場合、Agentによって使用されるデフォルトの言語はアメリカ英語です。

OraTclの関数とパラメータの関数とパラメータの関数とパラメータの関数とパラメータ
この項では、OraTclの関数とパラメータの一覧を示します。OraTcl構文中の関数またはそ
の他の語は、functionのようなフォントで示されます。角カッコ内のパラメータ
[option]はオプションで、文字 ‘|’は「または」の意味です。すべてのパラメータは関数に
渡され、INモードです。

� SQLおよび PL/SQL関数

� RDBMS管理用関数

oraautocom oracancel oraclose oracols oracommit

orafetch oralogoff oralogon oraopen oraplexec

orareadlong oraroll orasql orawritelong

orastart orastop
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� SNMPアクセス用関数

� Intelligent Agentおよびその他の Oracleソフトウェアとの通信用関数

� キャラクタ・セット変換およびエラー処理用関数

� 汎用ユーティリティ関数

共通パラメータ共通パラメータ共通パラメータ共通パラメータ 

次のパラメータは複数の OraTcl関数で使用されるもので、この項に説明があります。

column
LONGまたは LONG RAW列である列名です。

connect_string
有効な Oracleデータベース接続文字列で、次のいずれかの形式になります。

name | name/password | name@n:dbname | name/password@n:dbname

destaddress
destaddressは、Agentの宛先アドレスです。

filename
列に書き込まれる LONGまたは LONG RAWデータを含むファイルの名前、または LONG
または LONG RAWデータが書き込まれるファイルの名前です。

logon-handle
以前に oraopenでオープンされた、有効なカーソル・ハンドルです。ハンドルとは、関数
の追跡に使用されるメモリー内でのマッピングのことです。

rowid
既存の行の Oracleデータベース rowidで、Oracleの rowidデータ型の形式である必要が
あります。

oradbsnmp orasnmp

orafail orainfo orajobstat orareportevent

convertin convertout msgtxt msgtxt1

orasleep oratime
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table
行および列を含む Oracleデータベースの表の名前です。

convertin

目的目的目的目的 この関数は、パラメータ文字列をクライアント（コンソール）のキャラクタ・セット
から接続先のキャラクタ・セットに変換します。返される値は、変換後の文字列です。

 構文構文構文構文 convertin dest_characterset string

パラメータパラメータパラメータパラメータ dest_characterset
接続先のキャラクタ・セットです。データベース固有のジョブまたはイベントに対しては、
$oramsg(db_characterset)を使用します。ノード固有のジョブまたはイベントに対しては、
$oramsg(agent_characterset)を使用します。3-5ページの「oramsgの要素」を参照してくだ
さい。

string
変換される文字列です。

コメントコメントコメントコメント クライアントおよび Agentのノードで、異なる言語またはキャラクタ・セットが
使用される場合があります。キャラクタ・セットの変換を実行することは、Tclスクリプト
作成者の責任です。一般に、それらが ASCIIであることが保証されていない限り、ジョブま
たはイベントのすべての入力パラメータを変換してください。

convertout

目的目的目的目的 この関数は、パラメータ文字列を接続先のキャラクタ・セットからクライアント（コ
ンソール）のキャラクタ・セットに変換します。返される値は、変換後の文字列です。

 構文構文構文構文 convertout dest_characterset string 

 パラメータパラメータパラメータパラメータ dest_characterset
接続先のキャラクタ・セットです。データベース固有のジョブまたはイベントに対しては、
$oramsg(db_characterset)を使用します。ノード固有のジョブまたはイベントに対しては、
$oramsg(agent_characterset)を使用します。3-5ページの「oramsgの要素」を参照してくだ
さい。

string
変換される文字列です。
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コメントコメントコメントコメント クライアントおよび Agentのノードで、異なる言語またはキャラクタ・セットが
使用される場合があります。キャラクタ・セットの変換を実行することは、Tclスクリプト
作成者の責任です。一般に、それらが ASCIIであることが保証されていない限り、ジョブま
たはイベントのすべての出力を変換してください。

msgtxt

目的目的目的目的 この関数は、特定の製品名、機能およびメッセージ番号に対応するメッセージ・テキ
ストをクライアント（コンソール）の言語で返します。出力は “FACILITY-ERROR : 
MESSAGE TEXT”のような形式になります。

構文構文構文構文 msgtxt product facility error_no 

パラメータパラメータパラメータパラメータ product
製品名です。出力は rdbmsのようになります。

facility
機能名です。出力は oraのようになります。

error_no
エラー番号です。出力は 1101のようになります。

コメントコメントコメントコメント この関数は、ジョブの出力ファイルにエラー・メッセージを出力するために使用
されます。メッセージはクライアント（コンソール）の言語で表示されます。

msgtxt1

目的目的目的目的 この関数は、特定の製品名、機能およびメッセージ番号に対応するメッセージをクラ
イアント（コンソール）の言語で返します。出力は “MESSAGE TEXT”のような形式になり
ます。

構文構文構文構文 msgtxt1 product facility error_no 

パラメータパラメータパラメータパラメータ product
製品名です。出力は rdbmsのようになります。

facility
機能名です。出力は oraのようになります。

error_no
エラー番号です。出力は 1101のようになります。
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コメントコメントコメントコメント この関数は、ジョブの出力ファイルに確認メッセージを出力するために使用され
ます。メッセージはクライアント（コンソール）の言語で表示されます。

oraautocom

目的目的目的目的 この関数は、logon-handleが指示する接続を通してオープンされたハンドルを使
用する、SQLデータ操作文の自動コミットを有効または無効にします。

構文構文構文構文 oraautocom logon-handle {on | off}

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、oraautocomは Tcl
エラーを返します。

onまたは offのどちらかを指定する必要があります。自動コミット機能は、デフォルトで
はオフになっています。

oracancel

目的目的目的目的 この関数は、logon-handleが指示す 0接続を通してオープンされたカーソルを使
用する、先行の orasql関数によって返されたすべての保留中の結果を取り消します。

構文構文構文構文 oracancel logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、oracancelは Tclエ
ラーを返します。

oraclose

目的目的目的目的 この関数は、logon-handleに関連付けられたカーソルをクローズします。

構文構文構文構文 oraclose logon-handle
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、oracloseは Tclエ
ラーを返します。

oracols

目的目的目的目的 この関数は、最後に実行された orasql、orafetchまたは oraplexec関数が返し
た列の名前を Tclリストで返します。oracolsは、境界変数名が返されるようなケースで
oraplexecの後に使用できます。

構文構文構文構文 oracols logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、oracolsは Tclエ
ラーを返します。

oramsgの配列索引 collengthsには、列の長さに対応する Tclリストが設定されます。索
引 coltypesには、列の型に対応する Tclリストが設定されます。索引 colprecsには、
数値列の精度に対応する Tclリストが設定され、対応するその他の非数値列は NULL文字列
になります（バージョン 7のみ）。索引 colscalesには、数値列のスケールに対応する Tcl
リストが設定され、対応するその他の非数値列は NULL文字列になります（バージョン 7の
み）。

oracommit

目的目的目的目的 この関数は、logon-handleが指示する接続を通してオープンされたカーソルを使
用する、先行の orasql関数によって返されたすべての保留中のトランザクションをコミッ
トします。

構文構文構文構文 oracommit logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。
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コメントコメントコメントコメント 指定されたログイン・ハンドルがオープンされていない場合、oracommitは Tcl
エラーを返します。

oradbsnmp

目的目的目的目的 この関数は、SNMP MIB値を取り出します。

構文構文構文構文 oradbsnmp get | getnext object_Id

パラメータパラメータパラメータパラメータ object_Id
object_Idのとりうる値は、1.3.6.1.2.1.1.1.0のような実際のMIBオブジェクト IDか、
sysDescrまたは sysDescr.0のように、それに付加できる索引を伴ったオブジェクト名のどち
らかです。

コメントコメントコメントコメント oradbsnmpは、RDBMSパブリックMIB、または Oracle RDBMSプライベート
MIBなど、Agentによってメンテナンスされる SNMP MIB値を取り出すための関数です。
この関数は、通常の SNMP用 UDPポートへの書込みを行わず、SNMP MIB値を Agentの
内部データ構造から直接取得します。この関数は、ホスト上で SNMP Master Agentが動作
していない場合に有用です。getおよび getnextの機能の詳細は、3-24ページの
「orasnmp」の項を参照してください。SQLコマンドで V$表から値をフェッチするかわり
に、oradbsnmpの使用を薦める理由には、次のようなものがあります。

� Agentは、V$表からフェッチされるMIB値のキャッシュをメンテナンスして、RDBMS
への過度の負荷を回避します。oradbsnmpは SQLよりも高速な場合が多いため、シス
テムへのオーバーヘッドが軽減されます。

� SGAアクセスが実装されているとき、SGAから直接フェッチされるこれらのMIB変数
について、SGAアクセスはこの関数に対して透過です。

� getnextのケースでは、次の object_idは、プライベートおよびパブリックの
RDBMS MIB内部の次の object_idであって、別のMIBのそれではありません。この
関数を使用してシステム固有の情報を取り出すことはできません。かわりに orasnmp
を使用してください。

orafail

目的目的目的目的 この関数は、Tclスクリプトを強制的に失敗させます。

構文構文構文構文 orafail errormsg

パラメータパラメータパラメータパラメータ errormsg
errormsgのとりうる値は、引用符で囲まれたテキスト文字列、または FAC-XXXXXのよう
な形式の文字列のどちらかです。XXXXXの部分には、VOC-99999のように、特定の機能に
対する Oracleメッセージ番号が入ります。
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コメントコメントコメントコメント エラー・メッセージは、クライアント側での表示目的に使用されます。

orafetch

目的目的目的目的 この関数は、orasqlで実行された最後の SQL文からの次の行を Tclリストで返しま
す。

構文構文構文構文 orafetch logon-handle [commands]

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

commands
オプションのコマンドを使用することにより、orafetchで行を繰り返しフェッチして、各
行に対してコマンドを実行できます。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、orafetchは Tclエ
ラーを返します。

返されるすべての列はキャラクタ文字列に変換されます。現行の結果セット内にそれ以上行
がない場合、NULL文字列が返されます。orafetchによって返される Tclリストには、選
択された列の値が、SELECT文によって指定された順序で格納されます。

それぞれの行に対して Tclリストを Tcl_Eval()に渡す前に、コマンド上で置換が行われます。
orafetchでは、コマンド中の文字列 @nを使用して結果の列を指定します。たとえば、
@1、@2、@3はそれぞれ結果中の第 1列、第 2列、第 3列を指します。@0は、結果行全体
を Tclリストで指します。置換列は任意の順番で、あるいは同じコマンド中に複数回指定で
きます。置換される列は、適切なリスト要素としてコマンド文字列に挿入されます。たとえ
ば、置換の前後に 1文字分の空白が追加され、埋め込まれた空白を伴う列値は必要に応じて
中カッコ（{}）で囲まれます。

列の置換番号が結果中の列数よりも大きい場合、Tclエラーが返されます。コマンドがブ
レークを実行すると、orafetchの実行は中断され、Tcl_OKが返されます。残りの行は、
それ以降の orafetch関数でフェッチできます。コマンドがリターンまたはコンティニュー
を実行すると、残りのコマンドはスキップされ、orafetchの実行は次の行から継続しま
す。コマンドがエラーを返すと、orafetchは Tclエラーを返します。コマンドは二重引用
符（“”）または中カッコ（{}）で囲んでください。

OraTclは、すべてのデータ型に対する変換を実行します。ロー・データは、先頭に 0xの付
かない 16進文字列で返されます。特定の変換を強制するには、SQL関数を使用します。

oramsg配列の索引 rcは、フェッチのリターン・コードに設定されます。0は行のフェッチ
に成功したことを示し、1403はデータの終端に到達したことを示します。行の索引は、その
時点までにフェッチされた累計の行数に設定されます。
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oramsg配列の索引maxlongは、返される各列に対して返される LONGまたは LONG 
RAWデータの量を制限します。デフォルトは 32768バイトです。oramsg配列の索引
nullvalueを設定して、列がNULLのときに返される値を指定できます。デフォルトは数値
データに対しては “0”、その他のデータ型に対しては “”です。

destaddressは、orainfo関数を使用して取得できます。提供されるアドレスは Agent
の子アドレス、つまり Agentがファイル転送要求をリスニングする特別のアドレスであり、
他のすべての RPCに対して使用される通常のアドレスではありません。

追加情報追加情報追加情報追加情報 :　　　　Intelligent Agentのアドレスの詳細は、『Oracle Serverのインストレーション・
ガイド』の Agentの構成に関する章を参照してください。

orainfo

目的目的目的目的 この関数はジョブによって使用され、構成情報を取得します。

構文構文構文構文 orainfo destaddress

パラメータパラメータパラメータパラメータ

destaddress
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント orainfoは、destaddressの Agentから、Agentの構成情報をフェッチしま
す。destaddressが存在しない場合、ローカル・マシン上の Agentから構成情報がフェッ
チされます。Agentの構成は、次の要素からなる Tclリストです。

� この Agentによって監視されるデータベースのリスト。このリストには各データベース
のデータベース名、ORACLE_HOMEおよび SIDが含まれます。

� Agentの通常の RPCアドレス。tnsnames（TNS）文字列で表されます。

� Agentのファイル転送アドレス。TNS文字列で表されます。

orajobstat

目的目的目的目的 この関数はジョブによって使用され、即時性の出力をコンソールに返します。

構文構文構文構文 orajobstat destaddress string

パラメータパラメータパラメータパラメータ

destaddress
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。
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string
stringのとりうる値は、引用符で囲まれたテキスト文字列、または FAC-XXXXXのような
形式の文字列のどちらかです。XXXXXの部分には、VOC-99999のような、特定の機能に対
する Oracleのメッセージ番号が入ります。文字列はクライアント側での表示目的に使用さ
れます。

コメントコメントコメントコメント destaddressは、デーモンではなく Agentのアドレスです。この関数は、
Agentプロセスの内部からではなくジョブ・プロセスから発行されます。Agentのアドレス
は orainfoを使用して取得できます。

oralogoff

目的目的目的目的 logon-handleに関連付けられた Oracle Server接続からログオフします。

構文構文構文構文 oralogoff logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定されたログイン・ハンドルがオープンされていない場合、oralogoffは Tcl
エラーを返します。oralogoffは NULL文字列を返します。

oralogon

目的目的目的目的 connect_stringを使用して Oracle Serverに接続します。

構文構文構文構文 oralogon connect_string

パラメータパラメータパラメータパラメータ

connect_string
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント この関数で確立された接続を使用し、logon-handleを必要とする他のすべて
の OraTcl関数に対して、返された logon-handleを使用してください。合計 6本の接続を
上限として、同じまたは異なるサーバーへの複数の接続が許容されています。
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追加情報追加情報追加情報追加情報 :　　　　接続に関する制限は、オペレーティング・システム固有の注記において説明さ
れています。oralogonがイベント・スクリプト内で使用されるとき、接続キャッシュが役
に立ちます。oralogonは通常、同じデータベースに対して他のイベント・スクリプトがオー
プンした接続を再使用できます。詳細は、3-11ページの「NLSの問題とエラー・メッセー
ジ」を参照してください。無効なログインまたはネットワークの使用不可など、なんらかの
理由で接続が確立されない場合、oralogonは Tclエラーを返します。connect_stringで
データベースが指定されていない場合、サーバーとして環境変数 ORACLE_SIDの値が使用
されます。

oraopen

目的目的目的目的 この関数は、サーバーへの SQLカーソルをオープンします。oraopenは、
logon-handleを必要とするそれ以降の OraTcl関数で使用するためのカーソルを返しま
す。

構文構文構文構文 oraopen logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、oraopenは Tclエ
ラーを返します。合計で 25のカーソルを上限として、同じまたは異なるログイン・ハンド
ルを通して複数のカーソルをオープンできます。

oraplexec

目的目的目的目的 この関数は、無名 PLブロックを実行します。オプションで、PL/SQL変数に値をバ
インドします。

構文構文構文構文 oraplexec logon-handle pl_block [:varname value ...]

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

pl_block
pl_blockのとりうる値は、完全な PL/SQLプロシージャ、または無名 PL/SQLブロック
としてコーディングされたストアド・プロシージャへのコールのどちらかです。
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:varname value
:varname valueはオプションのペアです。

コメントコメントコメントコメント 指定された logon-handleがオープンされていない場合、または PL/SQLブ
ロックがエラー状態にある場合、oraplexecは Tclエラーを返します。PL/SQLブロック
の終了時に、oraplexecは各 :varnameの内容を Tclリストで返します。

pl_blockの後に、オプションの :varname valueペアが続くことがあります。変数名の先
頭にはコロン記号を付け、プロシージャ内で使用される置換名に一致させる必要がありま
す。値と一致しないすべての :varnameは無視されます。:varnameが出力に対して使用
される場合、値を NULL文字列 “”としてコーディングしてください。

oramsg配列の索引 rcには、ストアド・プロシージャからのリターン・コードが含まれま
す。

orareadlong

目的目的目的目的 この関数は、LONGまたは LONG RAW列の内容を読み取り、結果をファイルに書
き込みます。

構文構文構文構文 orareadlong logon-handle rowid table column filename

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle rowid table column filename
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント orareadlongが正常に終了すると、LONG列から読み取られたバイト数が 10
進値で返されます。

指定された logon-handleがオープンされていない、rowid、tableまたは columnが無効
である、あるいは行が存在しないなどの場合には、orareadlongは Tclエラーを返します。

orareadlongは、table、columnおよび rowidの値を基に SQLの SELECT文を構成し、
実行します。“SELECT rowid FROM table WHERE ...”のような orasqlを前もって実行する
ことにより、適切な形式の ROWIDを取得できます。

orareportevent

目的目的目的目的 この関数はジョブによって使用され、不要なイベントを Agent、またはコンソール内
のイベント管理システムに報告します。oemeventの実行可能ファイルを使用することもで
きます。

構文構文構文構文 orareportevent eventname object severity message [results]
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パラメータパラメータパラメータパラメータ eventname
eventnameはイベントの名前です。これは、次のような形式の 4つの部分からなるイベン
ト名です。

/vendor/product/category/name

任意のキャラクタ文字列を入力できますが、4つの部分すべてとスラッシュが必須です。

名前の最初の 2つの部分は特に重要で、Oracleスクリプトの作成者が使用する必要がある多
くの定義済文字列が用意されています。

� レベル 1はスクリプトの定義者で、一般には oracleなどのインテグレータ企業名、指
定のない顧客に対しては userのような名前です。

� レベル 2はスクリプトを関連付ける製品の名前で、例としては rdbms、office、
agent、osgeneric、sqlnetまたは hpuxなどがあります。すべての Oracleサービ
スには、Oracleスクリプトの記述者が使用する必要がある定義済の名前が用意されてい
ます。

eventnameは 7ビット ASCII形式であることが想定されます。プラットフォームまたは言
語によって変化しないことがその理由です。定義済イベント名のリストは、
ORACLE_HOME¥net8¥adminディレクトリにある eventdef.tcl（Windows NTプラット
フォーム上の Oracle Enterprise Managerリリース 1.5.0の場合）を参照してください。

object
objectはイベントが監視しているオブジェクトの名前で、snmp.oraファイル、または
$oramsg(nodename)の snmp.visibleservicesパラメータにリストされるデータベー
スまたはサービスの名前などが相当します。

severity
severityは、イベントの重大度のレベルを表します。orareporteventでは、値は 1
（警戒）、2（警告）、または -1（安全）のいずれかです。oemeventでは、リテラル・テキ
スト文字列 alert、warningまたは clearが使用されます。

message
messageは、“ファイルが見つかりません ”のような、コンソール上に表示される引用符付
きテキスト文字列です。

注意注意注意注意 : 実際のイベント・スクリプト名は、特定のプラットフォーム上で有効
な一意のファイル名とするために、短縮されたり、大文字に変えられたり、
その他の方法で操作されることがあります。操作形式はオペレーティング・
システムごとに固有です。たとえば、
/oracle/rdbms/security/SecurityErrorは、UNIXシステム上では
$oracle_home/network/agent/events/oracle/rdbms/security/
securityerror.tclとして格納されることがあります。
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[results]
resultsは、イベントから発生する可能性のあるすべての結果を表します。これは、エ
ラーのある表領域やセキュリティ違反を犯したユーザーなど、イベントに対する特定の結果
からなる Tclリストです。

コメントコメントコメントコメント この関数は、必要でないイベントを任意のジョブが Agentに報告し、コンソール
に返すための手段です。イベント管理システムの詳細は、『Oracle Enterprise Manager管理
者ガイド』を参照してください。

oraroll

目的目的目的目的 この関数は、logon-handleが指示する接続を通してオープンされたカーソルを使
用する、先行の orasql関数によって返されるすべての保留中トランザクションをロール・
バックします。

構文構文構文構文 oraroll logon-handle

パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント 指定されたログイン・ハンドルがオープンされていない場合、orarollは Tclエ
ラーを返します。

orasleep

目的目的目的目的 この関数は、要求された秒数のみ Tclスクリプトを一時停止します。

構文構文構文構文 orasleep seconds

パラメータパラメータパラメータパラメータ seconds

コメントコメントコメントコメント orasleepは、要求された秒数を引数として slcsleep()をコールします。デフォ
ルト、下限または上限の値はありません。

orasnmp

目的目的目的目的 この関数は、object_idによって指定されたオブジェクト上で、SNMPの getまた
は getnextのどちらかの操作を実行します。
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構文構文構文構文 orasnmp get | getnext object_Id

パラメータパラメータパラメータパラメータ object_Id
object_Idのとりうる値は、1.3.6.1.2.1.1.1.0のような実際のMIBオブジェクト IDか、
sysDescrまたは sysDescr.0のように、それに付加される索引を伴ったオブジェクト名のどち
らかです。

コメントコメントコメントコメント オブジェクト名はMIBテキスト・ファイルに由来します。OpenViewのような
完全なネットワーク・マネージャは、MIBファイルを受理し、ASN.1を解析するMIBコン
パイラを備えており、すべてのMIB内のすべてのオブジェクトのデータベースを作成しま
す。Agentはよりシンプルである必要があります。次のような形式の、1つまたは複数の 2
列 ASCIIファイルを含む、標準の構成ディレクトリが存在します。

"rdbmsDbPrivateMibOID",   "1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.2",
"rdbmsDbVendorName",      "1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.3",
"rdbmsDbName",            "1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.4",
"rdbmsDbContact",         "1.3.6.1.2.1.39.1.1.1.5",
....

Tclインタプリタはこれらのファイルを読み取り、実行時にこれらのファイル上でバイナリ
検索を実行して、オブジェクトを object_Idに解決します。

Oracleサービスのために使用する索引値は、snmp.oraファイルを介して構成されます。こ
れらの索引は、oraindexグローバル変数からも取得できます。3-5ページの「サーバー・
メッセージとエラー情報」を参照してください。

orasnmpの結果は、次のような形式の Tclリストです。

{object_id   value}

object_Idには、valueに関連付けられたオブジェクト IDが入ります。orasnmp getの
ケースでは、object_Idがオブジェクトと同じである一方で、getnextに関しては、
object_Idは次の論理 object_Idになります。orasnmp操作は、ローカル・ホストのみに
適用されることが想定されます。この関数は、ローカル・ホスト上の標準の SNMPポート
に SNMP問合せを実際に送出します。したがって、SNMPをサポートするホストまたはそ
の他のアプリケーションのMIB変数など、Oracle以外のMIB変数を問い合せることができ
ます。この関数が機能するためには、ローカル・ホスト上で SNMP Master Agentが動作し
ている必要があります。OracleデータベースのMIBオブジェクトを取り出すための最適化
された方法については、3-17ページの「oradbsnmp」を参照してください。Master Agent
が動作していない場合、この関数は失敗します。

orasql

目的目的目的目的 この関数は、Oracle SQL文をサーバーに送ります。

構文構文構文構文 orasql logon-handle sql_stmt
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

sql_stmt
sql_stmtは、単一の有効な SQL文です。

コメントコメントコメントコメント logon-handleは、あらかじめ oraopenでオープンされた有効なハンドルであ
る必要があります。指定された logon-handleがオープンされていないか、SQL文の構文
が不正な場合、orasqlは Tclエラーを返します。

SQL文の実行が成功すると、orasqlは数値リターン・コード 0を返します。oramsg配列
の rc索引は、リターン・コードに設定されます。rows索引は、挿入、更新または削除の
ケースで SQL文の影響を受ける行数に設定されます。sql_stmtでは単一の SQL文のみを
指定できます。orafetchを使用すると、生成される戻り行を検索できます。最後に実行さ
れた orasqlによって返された保留中の結果がある場合、orasqlは暗黙のうちに
oracancelを実行します。

orasqlで行う表への挿入は、『Oracle SQLリファレンス』に記載の変換ルールに従ってく
ださい。

orastart

目的目的目的目的 この関数は、Oracleデータベースのインスタンスを起動します。

構文構文構文構文 orastart connect_string [init_file] [SYSDBA|SYSOPER] [RESTRICT] [PARALLEL] 
[SHARED]

パラメータパラメータパラメータパラメータ

connect_string
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

init_file
init_fileは、使用する init.oraファイルへのパスです。

コメントコメントコメントコメント init_fileのデフォルト値は、次のとおりです。

ORACLE_HOME/dbs/init${ORACLE_SID}.ora

[SYSDBA|SYSOPER]は、データベースを起動するユーザーのロール・フラグです。
[RESTRICT] [PARALLEL] [SHARED]はデータベース・オプションです。[RESTRICT]が指
定されている場合、データベースは制限付きモードで起動されます。
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orastop

目的目的目的目的 この関数は、Oracleデータベースのインスタンスを停止します。

構文構文構文構文 orastop connect_string [SYSDBA|SYSOPER] [IMMEDIATE|ABORT] 

パラメータパラメータパラメータパラメータ

connect_string
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント [SYSDBA|SYSOPER]は、データベースをシャットダウンするユーザーのロール
を示すフラグです。[IMMEDIATE|ABORT]は、シャットダウン・モードを示すフラグで
す。

oratime

目的目的目的目的 この関数は、現在の日付と時刻を返します。

構文構文構文構文 oratime

パラメータパラメータパラメータパラメータ なし

コメントコメントコメントコメント なし

orawritelong

目的目的目的目的 この関数は、ファイルの内容を LONGまたは LONG RAW列に書き込みます。

構文構文構文構文 orawritelong logon-handle rowid table column filename

注意注意注意注意 : 通常のシャットダウン操作が確実に失敗することが予測されている状
況も存在します。これは、Agentがデータベースへの独自の接続を維持して
いる一方で、これを行うときにユーザーが Agentに特殊な RPCを送り、そ
れにより Agentがデータベースから切断されることが原因です。
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パラメータパラメータパラメータパラメータ

logon-handle rowid table column filename
3-12ページの「共通パラメータ」を参照してください。

コメントコメントコメントコメント orawritelongは、table、columnおよび rowidを基に SQLの UPDATE文を
構成し、実行します。orawritelongが正常に終了すると、LONG列に書き込まれたバイ
ト数が 10進の数値で返されます。“SELECT rowid FROM table WHERE ...”のような
orasql関数を前もって実行することにより、適切な形式の ROWIDを取得できます。

指定された logon-handleがオープンされていない、rowid、tableまたは columnが無効
である、あるいは行が存在しないなどの場合には、orawritelongは Tclエラーを返しま
す。
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                                                          構成ファイ
A

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

この付録では Intelligent Agentによって生成される構成ファイル、および異なるシステム設
定に対して Agentの運用を最適化するために設定できるパラメータについて説明します。次
の項目について説明します。

� 構成ファイル

� ユーザーが構成可能なパラメータ

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル

snmp_ro.ora
snmp_ro.oraファイルは、$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリにあります。
この読取り専用ファイルは更新しないでしないでしないでしないでください。

snmp_rw.ora
snmp_rw.oraファイルは、$ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリにあります。
この読み書き両用ファイルは修正が可能ですが、修正は慎重に行ってください。

services.ora
services.oraファイルは Agentの起動時に作成され、Windows NTプラットフォームで
は $ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリに、UNIXでは
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリに置かれます。このファイルには、Oracle
データベースやリスナーなど、Agentが動作するノード上のサービスの一覧が含まれます。
このファイルは Oracle Enterprise Managerナビゲータの「検出」メニュー・オプションを
通して Agentから検索されます。
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ユーザーが構成可能なパラメータ
ユーザーが構成可能なパラメータユーザーが構成可能なパラメータユーザーが構成可能なパラメータユーザーが構成可能なパラメータ
これらのパラメータは、Intelligent Agentリリースの構成ファイル snmp_rw.oraで使用さ
れます。

SNMP.INDEX.service_name.world = index_number
Agentが監視しているサービスの、一意の索引番号です。索引番号には任意の番号を割り当
てることができます。唯一の制限は、複数の索引行がある場合に索引番号が一意でなければ
ならない点です。次に例を示します。

snmp.index.<service_name1>=10
snmp.index.<service_name2>=20

SNMP.CONNECT.<service_name>.USER = user_name
サブエージェントがデータベースへの接続に使用するユーザー名です。デフォルトは
dbsnmpです。このパラメータはオプションです。このパラメータがデフォルト設定でない
場合、catsnmp.sqlスクリプトを編集して再実行してください。

サブエージェントは Intelligent Agentのことを指します。サーバー上で SNMPを構成する
とき、SNMP Master Agentとの対比で Intelligent Agentのことをサブエージェントと呼ぶ
場合があります。ただし、Intelligent Agentを動作させる前にサーバー上で SNMPを構成す
る必要はありません（Netwareプラットフォームを除く）。セキュリティ上の理由から、
Intelligent Agentデータベースのデフォルトのアカウント /パスワードである
dbsnmp/dbsnmpを顧客が使用しない場合があります。ここに示した例は、Intelligent 
Agentのデータベース・ログイン・アカウントの変更を顧客が希望する場合に限り使用して
ください。

SNMP.CONNECT.<service_name>.PASSWORD = password
サブエージェントがデータベースへの接続に使用するユーザー名に対するパスワードです。
デフォルトは dbsnmpです。このパラメータはオプションです。このパラメータがデフォル
ト設定でない場合、catsnmp.sqlスクリプトを編集して再実行してください。

サブエージェントは Intelligent Agentのことを指します。サーバー上で SNMPを構成する
とき、SNMP Master Agentとの対比で Intelligent Agentのことをサブエージェントと呼ぶ
場合があります。ただし、Intelligent Agentを動作させる前にサーバー上で SNMPを構成す
る必要はありません（Netwareプラットフォームを除く）。セキュリティ上の理由から、
Intelligent Agentデータベースのデフォルトのアカウント /パスワードである
dbsnmp/dbsnmpを顧客が使用しない場合があります。ここに示した例は、Intelligent 
Agentのデータベース・ログイン・アカウントの変更を顧客が希望する場合に限り使用して
ください。

注意注意注意注意 : services.oraファイルを手動で編集しないでください。このファイル
は、起動時に Agentによって再度書き込まれます。
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SNMP.CONTACT.<service_name> ="contact_info"
サービスに対する責任を持つ管理者の連絡先情報を含む文字列です。連絡先情報には名前、
電話番号、電子メール・アドレスなどがあります。このパラメータはオプションです。

DBSNMP.POLLTIME = nn
Agentがデータベースをポーリングして、ダウンしていないかどうかを確認する時間間隔
（秒単位）です。データベースがダウンしている場合、あるいは接続されなかった場合には、
この値は再試行間の間隔になります。デフォルトは 30秒です。

DBSNMP.IPCTIME = nn
AgentのWorkプロセスがその Commプロセスに pingを実行して、ダウンしていないこと
を確認する時間間隔（秒単位）です。Commがこの時間内にWorkからの pingに応答でき
ない場合、Workは古い Commプロセスを停止して新しいプロセスを起動します。デフォル
トは 30秒です。

誤ったノードの動作・停止イベント（短時間の間隔で引き起こされクリアされるイベント）
が定期的にコンソールに報告される場合は、このパラメータの値を増加する必要がありま
す。どの程度の頻度で Commが再起動するかをチェックするには、次のコマンドを実行し
ます。

ps -ef | grep dbsnmp

また、子プロセスの開始時刻に注意します。

このパラメータは、Windows NT上の Agentとは無関係です。

DBSNMP.NOHEURISTIC={TRUE/FALSE}
このパラメータの値は、Intelligent Agentで、監視対象データベースの状態（データベース
が起動しているか停止しているか）を確認するために監視および接続を行うかどうかを指定
します。デフォルトでは、この値は FALSE（Agentは監視および接続を行う）に設定されま
す。

注意注意注意注意 : Intelligent Agentが 3つ以上のインスタンスを監視する必要がある場
合、監視されるインスタンスの数に比例して DBSNMP.POLLTIMEの値を増
やします。

次に例を示します。

Agentは 10個のインスタンスを監視する必要があります。その場合、
DBSNMP.POLLTIMEは 150（10/2 × 30 = 150）に設定します。
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ユーザーが構成可能なパラメータ
NMI.TRACE_LEVEL = OFF | USER | ADMIN | nn
指定されたレベルでトレースを有効にします。オラクル社では、トレース・レベルを 13に
設定することをお薦めしています。レベル 16は最大の情報を提供しますが、これはバグの
調査時にのみ有用です。レベル 16では、実際の TCP/IPパケットの内容を確認できます。
レベル 15では、パケットが渡されている様子のみを確認できます。このパラメータはオプ
ションです。

NMI.TRACE_DIRECTORY = directory
トレース・ファイルが書き込まれるディレクトリです。この設定は、nmi.trace_levelと
の組合せでのみ意味を持ちます。このパラメータを省略すると、トレース・ファイルは
$ORACLE_HOME¥network¥traceに書き込まれます。このパラメータはオプションです。

NMI.TRACE_FILE = filename
トレース・ファイルのファイル名です。このパラメータはオプションです。

NMI.TRACE_FILECNT = nn
Agentにより生成されるトレース・ファイルの最大数。完全トレースを実行するのが好まし
いが、Agentマシン上のディスク領域が限られている場合、このオプション・パラメータを
使用します。このパラメータは、リリース 8.1.7の Intelligent Agentから使用可能になりま
した。

NMI.TRACE_FILESIZE = nn
Agentにより生成される個々のトレース・ファイルの最大サイズ（KB）。たとえば、値が
1024の場合は 1MBのトレース・ファイルです。完全トレースを実行するのが好ましいが、
Agentマシン上のディスク領域が限られている場合、このパラメータを
NMI.TRACE_FILECNTとともに使用します。このパラメータは、リリース 8.1.7の
Intelligent Agentから使用可能になりました。

NMI.LOG_DIRECTORY = directory
ログ・ファイルが書き込まれるディレクトリです。このパラメータはオプションです。

NMI.LOG_FILE = filename
ログ・ファイルのファイル名です。このパラメータはオプションです。Windows NTでは、
デフォルトのファイル名は dbsnmpです。

注意注意注意注意 : 監視対象ターゲットが Oracle Parallel Serverデータベース・インス
タンスの場合、DBSNMP.NOHEURISTICは TRUEに設定する必要がありま
す。Parallel Serverデータベース・インスタンスには、この監視および接続
が機能しないためです。
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ユーザーが構成可能なパラメータ
dbsnmp.address =(ADDRESS=(PROTOCOL=<protocol>) 
(HOST=<host_name>)(PORT=<port_no>)))
Agentが、送られてくる要求のリスニングに使用する TNSアドレスです。アドレスには空白
または改行文字を含めないようにしてください。このパラメータは、Agentがネットワーク
接続に対してリスニングを行うアドレスです。

Agentがサービスを自動検出するためには TCP/IPが必須であるため、サーバー上に
TCP/IPがインストールされている必要があります。

Agentは PORT=1748を必要とします。ポート・アドレス 1748は、Internet Assigned 
Number Authority（IANA）によって Oracleに付与された登録済の TCPポートです。ポー
ト・アドレスは自動的に設定されます。このポートを変更すると、Agentは Enterprise 
Managerコンソールによって検出できなくなり、手動での構成設定が必要になります。

リリース 7.3.3以前の Agentでは、このアドレスが、Oracle Enterprise Managerコンソール
が存在するマシン上の tnsnames.oraファイル中の Agentに対するエントリと一致している
必要があります。

dbsnmp.spawnaddress =(ADDRESS= (PROTOCOL=<protocol>) 
(HOST=<host_name>)(PORT=<spnport_no>))
Agentが RPCを受け入れるために使用できる TNSアドレスです。このアドレスは、ファイ
ル転送に使用されます。このパラメータで使用される spnport_noは、
DBSNMP.ADDRESSパラメータで使用される port_noとは異なります。

Agentは PORT=1754を要求します。ポート・アドレス 1754は、Internet Assigned 
Number Authority（IANA）によって Oracleに付与された登録済の TCPポートです。この
ポートを変更すると、Agentは Enterprise Managerコンソールによって検出できなくなり、
手動での構成設定が必要になります。

注意注意注意注意 : 次のアドレスは、Agentによって自動的に設定されます。アドレスを
変更すると、Agentは Enterprise Managerコンソールによって検出できなく
なり、手動での構成設定が必要になります。
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                                                          トラブルシューティン
B

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この章では、Intelligent Agentが正しく機能しないときの一般的なトラブルシューティング
について説明します。次の項目について説明します。

� Intelligent Agentのトラブルシューティング

� 簡単なチェック

� 質問と回答

� Intelligent Agentの起動に関する問題および解決策

� Intelligent Agentのエラー・メッセージと解決策

� Agentのトレース

� TCLのトレース

Intelligent Agentのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
ほとんどの状況下において、Intelligent Agent自体が必要とする構成の手段はごくわずかで
す。ただし、正しく機能するためには、Agentが管理側のホストおよび管理対象のサービス
と通信できる必要があります。Oracleおよび使用しているオペレーティング・システムの知
識が豊富なユーザーであれば、次の簡単なチェックリストを利用して、Agentの運用を妨げ
る可能性のある問題を高い確率で解決できます。

重要重要重要重要 : Agentはリリースを重ねるごとに継続的に改善されているため、ご使
用の特定のサーバー・リリースで使用可能な最新の Agentにアップグレード
することを強くお薦めします強くお薦めします強くお薦めします強くお薦めします。多くの場合、アップグレードにより旧バー
ジョンの Agentで発生した問題が解決します。
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簡単なチェック
簡単なチェック簡単なチェック簡単なチェック簡単なチェック
次のチェックリストでは、Agentの運用に最も影響する領域をカバーしています。Agentの
トラブルシューティング・チェックリストは 2種類あり、それぞれ、Agentが動作する最も
一般的なプラットフォームであるWindows NTと UNIXを対象としています。チェックリ
ストは簡略化されており、利用にあたっては、Oracleとオペレーティング・システムの両
方、そして関連する通信プロトコルについての知識が前提となります。それぞれのトラブル
シューティング手順の詳細は、この章の後の部分で詳しく説明します。

Windows NT Agentの簡単なチェックの簡単なチェックの簡単なチェックの簡単なチェック
Windows NTシステム上で Agentを実行している場合、次のチェックリストを使用します。

1. 「コントロール パネル」で OracleAgentサービスの状態を調べ、Agentサービスが開始
されていることを確認します。Agentが開始されていない場合、次のヒントのいずれか
を参考にして、問題を解決します。

2. NTの「イベント ビューア」（「管理ツール」の下）に書き込まれたメッセージを確認し
ます。「イベント ビューア」には、起動に関連するすべての問題が NT Agentによって
書き込まれます。

3. snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraの各ファイルが、起動時に
Agentによって作成されていることを確認します。snmp_ro.oraおよび
snmp_rw.oraは、$ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリにあります。
services.oraは、$ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリにあります。

リストされたサービスを、マシン上で使用可能なサービスと比較します。有効なサンプ
ル・ファイルの例は、付録 A「構成ファイル」を参照してください。

欠落しているサービスがある場合、次のファイル間の不一致、またはファイルの破損が
ないかどうかを調べます。

� listener.ora

� tnsnames.ora 

4. 外部ドライブに設定されているシステム・パスがないことを確認します。

Agentは 1つのサービスであり、デフォルトでは SYSTEM権限で動作します。また、
ORACLE_HOME¥BINディレクトリにある DLLも必要とします。ドライブをパス内に
マップする必要がある場合、それらを SYSTEMパスの内部に設定しないでください。

独自のパスを設定する手順は、次のとおりです。

a. マップされるドライブのパスを、SYSTEMパス変数から独自のパスに移動します。

b. 再起動して、システム・パスの設定を解除します。

5. TCP/IPがインストールされていること確認します。TCP/IPは必要条件です。

6. Agentが起動しない理由がこの時点でわからない場合、Agentをトレースします。
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a. snmp_rw.oraで、次のように変数を設定します。

nmi.trace_level=admin（16に設定すると最も多くの情報を得られます） 

nmi.trace_directory=<Oracleユーザーが書込み権限を持つ任意のディレクト
リ >

nmi.trace_file=<トレース出力ファイルの名前 >

b. Agentを再起動します。

c. ORACLE_HOME¥network¥LOGディレクトリにあるログ・ファイルを確認します。

NMI.LOGは、Agentの一般的な問題を示します。

NMICONFIG.LOGは、自動検出に伴う問題を示します。

7. DNSホストのエントリが、listener.oraおよび tnsnames.oraの各ファイルで指定された
ノード名に設定されていることを確認します。

a. 「スタート」→「設定」→「コントロール パネル」→「ネットワーク」→「プロト
コル」→「TCP/IPプロトコル」を選択し、「プロパティ」をクリックします。

b. DNSホストのエントリを確認します。

8. デーモンのトレースを有効にします。

a. $ORACLE_HOME¥network¥admin¥sqlnet.oraファイルを開き、
daemon.trace_level=13と
daemon.trace_directory=e:¥orant¥net80¥traceの 2行を追加します。

b. コンソールを閉じて、デーモンを停止します。

c. コンソールを開いて、トレース・モードでデーモンを再起動します。

d. ジョブを送り、daemon.trcファイルを参照して、デーモンおよびコンソールの問
題を確認します。

UNIX Agentの簡単なチェックの簡単なチェックの簡単なチェックの簡単なチェック
UNIXシステム上で Agentを実行している場合、次のチェックリストを利用します。

1. Agentリスナーが機能していることを確認します。次のコマンドを入力します。

lsnrctl dbsnmp_status

Agentが動作している場合、次のように表示されます。

LSNRCTL for Solaris: Version 8.1.5.0.0 - Production on 04-NOV-98 18:44:15

(c) Copyright 1997 Oracle Corporation.  All rights reserved.

The db subagent is already running.
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簡単なチェック
2. ORACLE_HOME/NETWORK/log/dbsnmp*.logファイルを参照して、UNIXシステムの
エラーを確認します。

3. Oracleユーザーが、ORACLE_HOME/NETWORK/AGENTおよび
ORACLE_HOME/AGENT/LOGへの書込み許可を持っていることを確認します。

4. Agentにより作成されたエントリの snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび
services.oraを確認します。snmp_ro.oraおよび snmp_rw.oraは、
ORACLE_HOME/NETWORK/ADMINディレクトリにあります。services.oraは、
ORACLE_HOME/NETWORK/AGENTディレクトリにあります。

リストされたサービスを、マシン上で使用可能なサービスと比較します。有効なサンプ
ル・ファイルの例は、付録 A「構成ファイル」を参照してください。

欠落しているサービスがある場合、次のファイル間の不一致、またはファイルの破損が
ないかどうかを調べます。

� listener.ora

� tnsnames.ora

� oratab

5. Agentが起動しない理由がこの時点でわからない場合、snmp_rw.oraで次のように変
数を設定して、Agentをトレースします。

� nmi.trace_level=admin（16に設定するとより多くの情報を得られます） 

� nmi.trace_directory=<Oracleユーザーが書込み許可を持つ任意のディレクト
リ >

� nmi.trace_file=agent 

6. データベース・ソフトウェアがアップグレードされており、使用中のマシンのいずれか
について、生成された snmp_ro.ora、snmp_rw.oraまたは services.oraの各ファイ
ルに問題がある場合、次の指示に従います。

a. （dbsnmpアカウントではなく）INTERNALまたは SYSアカウントで
catsnmp.sqlを実行します。通常、catsnmp.sqlスクリプトはデータベースの
作成時に catalog.sqlの内部で実行されますが、データベースはアップグレード
されているため、このスクリプトがまだ実行されていない可能性があります。必要
なスクリプトを実行しないと、dbsnmpアカウントは作成されません。

b. oratabファイルで複数の SID、または古い SIDが参照されている場合、それぞれ
のデータベースに対して catsnmp.sqlを実行します。

c. snmp_ro.raは読取り専用ファイルであるため、このファイルへのすべての変更
は、Agentを起動するたびに上書きされます。必要であれば、snmp_rw.oraファ
イルに変更を加えることができます。

バックアップを実行する場合は、dbsnmp/dbsnmpアカウントで backupts.sqlを実
行する必要があります。
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質問と回答
質問と回答質問と回答質問と回答質問と回答
トラブルシューティング・チェックリストで Agentの問題を解決できなかった場合、次の項
以降で各領域について記載された事項を参考にして、Agentの運用に関する問題の原因を突
き止めてください。また、チェックリストに記された手順の多くについて、Oracleまたは
Agentが動作しているオペレーティング・システム、あるいはその両方にそれほど詳しくな
いユーザーのために、より詳しく説明しています。この項では、次のような問題について説
明します。

� B-6ページの「TCP/IPの構成と動作の確認」 

� B-7ページの「DNS名およびコンピュータ名の一致の確認（Windows NT）」 

� B-8ページの「Net8構成ファイルの確認」

� B-9ページの「Net8の動作の確認」 

� B-10ページの「Agentの正常起動の確認」

� B-12ページの「Agentがノード上の全インスタンスに接続していることの確認」

� B-12ページの「Agentが正しい許可で動作していることの確認（UNIX）」

� B-12ページの「OSユーザーが存在し、正しい許可を持っていることの確認（Windows 
NT）」

� B-13ページの「リリース 7.3.3またはそれ以前の Agentを使用しているかどうかの確認」

� B-13ページの「ジョブが実行されたにもかかわらず、Agentが状態通知を Enterprise 
Managerコンソールに返信しない理由」

警告警告警告警告 : Agentに付属の Tclスクリプト（Tclで記述されるジョブ・スクリプ
トおよびイベント・スクリプト）は変更しないでください。Agentに定義済
のもの以外のジョブを送る場合は、TCLジョブを使用します。このジョブで
は、任意のスクリプトを渡して Agentに実行させることができます。

注意注意注意注意 : Agentのデバッグを行う際、$ORACLE_HOME/network/agentディ
レクトリ内のすべての .qファイルを削除する必要はありません。以前はこの
方法をお薦めしていますたが、最近のバージョンの Intelligent Agentのトラ
ブルシューティングでは、この操作は必要ありません。このルールには例外
もありますが、詳細はこの章の後の部分で説明します。
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質問と回答
TCP/IPの構成と動作の確認の構成と動作の確認の構成と動作の確認の構成と動作の確認 
Agentの起動に際して障害となる最も一般的な問題の 1つは、TCP/IPの構成です。TCP/IP
設定が正しく構成されていることを確認するには、コマンド行で次のように入力します。

� ホスト・マシン（Agentが動作するマシン）および指定されたネットワーク IPアドレス
が、同じマシンを指していることを確認します。コマンド行で、次のように入力しま
す。

1. ping <ホスト名 >

2. ping <IPアドレス >

3. 2つのコマンドによって、同じ情報が返されることを確認します（Windows NT）。
UNIXシステムでは、2つのコマンドに対してそれぞれ “<hostname> is alive”、
“<IP address> is alive”と表示されることを確認します。

� 次のコマンドを実行して、ホスト・マシンに到達可能なことを確認します。

telnet <ホスト名 >

� ホスト・マシンがローカル・ネットワーク上で有効なホストであること、また、コン
ソール（バージョン 2の場合は、Management Server）を実行しているマシンからホス
ト・マシンへのアクセスが可能であることを確認します。

1. Agentが動作しているマシン上で、そのマシン自体の IPアドレスへの pingを実行
します。

2. コンソールを実行しているマシン上で、Agentが動作しているマシンの IPアドレ
スへの pingを実行します。

� コンソール・マシンがローカル・ネットワーク上で有効なホストであること、また、
Agentを実行しているマシンがコンソール・マシンと通信できることを確認します。

1. ping <コンソール・マシンの IPアドレス >

コンソールが動作しているマシン上で、そのマシン自体への pingを実行します。

2. ping <コンソール・マシンの IPアドレス > 

Agentが動作しているマシン上で、コンソール・マシンへの pingを実行します。

3. これらの 2つのコマンドにより、同じ情報が返されることを確認します。

注意注意注意注意 : Windows NTシステムのホスト名は、コマンド・プロンプトで
“hostname”と入力することで確認できます。
B-6　Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド                             



質問と回答
TCP/IP構成上の問題の修正構成上の問題の修正構成上の問題の修正構成上の問題の修正
1. （Windows NT）WINNT¥system32¥drivers¥etcディレクトリ内の、hostsファイ

ルおよび lmhostsファイルを編集します。

これらのファイルが使用されていない場合、ディレクトリ内にはサンプル・ファイルの
みが存在します。.samファイルの名前を変更するか、ファイルをコピーするかして、
拡張子なしの hostsファイルおよび lmhostsファイルを作成します。

（UNIX）rootでログインして、/etc/hostsファイルを編集します。

2. 各システムの IPアドレスとホスト情報が正しいことを確認します。

例 :　（Windows NT）

（カッコ内の情報は、システムの実際のホスト情報に置き換えてください。）

HOSTS file: 
        <122.111.111.111>   <hostname>

LMHOSTS file: 
        <122.111.111.111>   <netbios name or hostname>  #PRE

 

3. $ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリ内の、*.qファイルおよび services.ora
ファイルを削除します。

4. $ORACLE_HOME¥network¥admin¥snmp_ro.oraおよび
$ORACLE_HOME¥network¥admin¥snmp_rw.oraファイルを削除します。

5. Agentを再起動します。

DNS名およびコンピュータ名の一致の確認（名およびコンピュータ名の一致の確認（名およびコンピュータ名の一致の確認（名およびコンピュータ名の一致の確認（Windows NT））））
リリース 8.0.4以前の Agentでは、DNSホスト名とコンピュータ名が一致している必要があ
りました。これらのパラメータは、Windows NTの「コントロール パネル」の、次のプロ
パティ・シートで確認または変更できます。

注意注意注意注意 : この情報は、Windows NTの「コントロール パネル」→「ネット
ワーク」プロパティで修正することもできます。

注意注意注意注意 : *.qファイルには、現行のジョブとイベントに関する情報が含まれて
います。これらのファイルを削除する前に、Agentに対して登録されている
すべてのジョブとイベントを削除するようにしてください。
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質問と回答
コンピュータ名を確認するには次のようにします。

� 「コントロール パネル」→「ネットワーク」→「識別」→「コンピュータ名」

DNS名を確認するには次のようにします。

� 「コントロール パネル」→「ネットワーク」→「プロトコル」→「TCP/IP プロトコル」
→「プロパティ」→「DNS」→「ホスト名」

Net8構成ファイルの確認構成ファイルの確認構成ファイルの確認構成ファイルの確認 
ネットワークが適切に構成され、ネットワーク内のノードが互いに通信できることに加え
て、Oracle環境のコンポーネントが互いに通信できる必要があります。Net8は、クライア
ント・マシンと Oracle Serverの間、あるいは複数の Oracle Serverの間に、セッションおよ
びデータ通信の媒体を提供します。この理由から、Agentが通信を行うためには、Net8が
正しく構成されていることが前提条件となります。この項では、Agentの通信が失敗すると
きに起こりうる最も一般的な問題について説明します。

Net8の構成ファイルは、$ORACLE_HOME¥network¥admin、または $TNS_ADMIN
（Windows NT）か $ORACLE_HOME/network/admin（UNIX）の各ディレクトリにありま
す。

主要な構成ファイルには、次のようなものがあります。

� listener.ora 

� sqlnet.ora 

� tnsnames.ora 

これらのファイルの詳細および設定例は、付録 A「構成ファイル」を参照してください。

Agentによる検出の間のによる検出の間のによる検出の間のによる検出の間の TNS_ADMIN変数の使用方法変数の使用方法変数の使用方法変数の使用方法

（（（（UNIX））））  すべてのバージョンの UNIX検出スクリプトで、TNS_ADMIN変数を使用して入力
ファイル（listener.oraおよび tnsnames.ora）の場所を特定できます。TNS_ADMIN
が設定される場合、リリース 7.3.4以降の Agentでのみ、出力ファイル（snmp_ro.oraお
よび snmp_rw.ora）を TNS_ADMINに正しく書き込むことができます。

（（（（Windows NT））））  リリース 8.0.5以降では、検出スクリプトにより TNS_ADMINの値が NTレ
ジストリから併せて読み取られます。            

Agentでは、listener.oraファイル中の TNS別名情報も使用されます。Agentのこの動
作は、Oracle Names環境の内部でも同じです。この動作は意図的なものです。これは、
Oracle Namesサーバーは一時的に使用不可になる可能性がある一方で、Agentは常に名前
を解決できなければならないという理由によります。次の手順で、TNS別名がローカルでど
のように変換されるかを確認してください。

1. listener.oraファイルに、それぞれのインスタンスに対する次の要素が含まれてい
ることを確認します。
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質問と回答
� 2つの IPCエントリ

� 1つの TCPエントリ

Agentはポート 1748上でリスニングするため、このポート上でリスナーをアクティブ
化しないでください。（Agentに対して TNSPINGを使用できるのはこのためです。
TNSPINGはリスナーと Agentを区別できません。）

Agentによる別名の変換には、IPCエントリと、TNSのサーバー上およびコンソール上
での別名定義が必要になります。この正しい IPCエントリと TNS別名定義は、Agent
とコンソールの間（バージョン 1）、または AgentとManagement Serverの間（バー
ジョン 2）で正確な通信を行うために必須です。

2. DNSホストのエントリが、listener.oraファイルおよび tnsnames.oraファイル中の
ノード名に設定されていることを確認します。

1. Windows NTのタスクバーから、「スタート」→「設定」→「コントロール パネ
ル」をクリックします。

2. 「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。

3. 「プロトコル」タブをクリックします。

4. 「TCP/IPプロトコル」を選択して「プロパティ」をクリックします。

5. DNSホストのエントリを確認します。

Net8の動作の確認の動作の確認の動作の確認の動作の確認 
Net8の構成が正しいにもかかわらず依然として Agentと通信できない場合、次のステップ
として、Net8内のどのサービスが到達可能であるかを調べます。コマンド・プロンプトで
次のように入力することにより、アクセス先の各データベース上で TNSPINGユーティリ
ティを使用できます。

tnsping <network service name>

TNSPINGを使用して、クライアントからサーバーに（またはサーバー間で）正しく接続で
きる場合、前述のコマンドにより、Net8サービスへの到達にかかる推定の往復時間（ミリ
秒単位）が返されます。これは、Net8が正常に動作していることを表しています。

注意注意注意注意 : 2枚の NICカードが装着されたWindows NTシステム上でリリース
7.3.3の Oracle Intelligent Agentを実行しているとき、一方の NICカードの
IPアドレスのみを記述した tnsnames.oraの中で、1つのサービス記述子の
みを作成するようにしてください。各 NICカードに対して個別のサービス記
述子を作成しないでください。また、1つのサービス記述子に対する
address_list部に両方の IPアドレスを記述しないでください。
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質問と回答
その後、コンソールの tnsnames.oraファイルに次の別名（Agentのデバッグ・エントリ）
を追加します。

        agent_<sid>.world= 
           (DESCRIPTION = 
               (ADDRESS_LIST = 
                   (ADDRESS = 
                       (COMMUNITY =TCP.world) 
                       (PROTOCOL = TCP) 
                       (Host = <your-agent-hostname>) 
                       (Port = 1748) 
                   ) 
               ) 
           )

その後、OEMコンソールから次のように入力して、Agentへの pingを実行します。

tnsping agent_<sid>

          または

tnsping80 agent_<sid> 

TNSPINGコマンドが機能しない場合、前述の別名を Agentマシンの tnsnames.oraに追
加し、Agentが動作しているマシンから TNSPINGの実行を試みます。すべての Agentは、
この別名を使用して TNSPINGを実行できる必要があります。

Agentの正常起動の確認の正常起動の確認の正常起動の確認の正常起動の確認 
動作中の Agentプロセスの種類を確認します。

UNIX Agent  

コマンド・プロンプトから、次のように入力します。

lsnrctl dbsnmp_status

ステータスが次のように返されます。

The db subagent is already running

Windows NT Agent  

1. 「スタート」メニューから、「設定」→「コントロール パネル」を選択します。

2. 「サービス」をダブルクリックします。

3. OracleAgentサービスが開始されていることを確認します。
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質問と回答
Agentが開始されていない場合、次の表のヒントを参考にして、問題を解決してください。

表表表表 B-1 Agentが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティング

UNIX Windows NT

ファイル

$ORACLE_HOME/network/log/dbsnmp*.log 

を参照して、エラーを確認する。

NTの「イベント ビューア」（「管理ツール」の
下）に書き込まれたメッセージを確認する。
「イベント ビューア」には、起動に関連するす
べての問題が NT Agentによって書き込まれま
す。

ファイル

$ORACLE_HOME/network/log/nmiconf.log 

を参照して、エラーを確認する。

ファイル

$ORACLE_HOME¥network¥log¥nmiconf.log 

を参照して、エラーを確認する。

Oracleユーザーが、次のディレクトリへの書込み
許可を持っていることを確認する。

$ORACLE_HOME/agent/log

$ORACLE_HOME/network/agent

Agentサービスのプロパティで、Agentによって
使用される OSアカウント（デフォルトでは
'System'）を確認する。Agentユーザーが、次の
ディレクトリへの書込み許可を持っていることを
確認する。

$ORACLE_HOME¥agent¥log

$ORACLE_HOME¥Net8¥agent

snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraの
各ファイルを参照して、Agentによって作成され
たエントリを確認する。snmp_ro.oraおよび
snmp_rw.oraは、
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ
にあります。services.oraは、
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリ
にあります。

snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraの
各ファイルが、起動時に Agentによって作成され
ていることを確認する。snmp_ro.oraおよび
snmp_rw.oraは、
$ORACLE_HOME¥network¥adminディレクトリ
にあります。services.oraは、
$ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリ
にあります。 

リストされたサービスを、マシン上で使用可能な
サービスと比較する。有効なサンプル・ファイル
の例は、付録 Aを参照してください。欠落してい
るサービスがある場合、次のファイル間の不一致、
またはファイルの破損がないかどうかを調べます。 

� listener.ora

� tnsnames.ora

� oratab

リストされたサービスを、マシン上で使用可能な
サービスと比較する。有効なサンプル・ファイル
の例は、付録 Aを参照してください。欠落してい
るサービスがある場合、次のファイル間の不一致、
またはファイルの破損がないかどうかを調べます。 

� listener.ora

� tnsnames.ora

TCP/IPがインストールされていることを確認す
る。TCP/IPは必要条件です。TCP/IPが正しく構
成され、動作しているかどうかを確認します。

TCP/IPがインストールされていることを確認す
る。TCP/IPは必要条件です。TCP/IPが正しく構
成され、動作しているかどうかを確認します。
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質問と回答
Agentがノード上の全インスタンスに接続していることの確認がノード上の全インスタンスに接続していることの確認がノード上の全インスタンスに接続していることの確認がノード上の全インスタンスに接続していることの確認 
Agentが、あるノード上で監視するデータベースに接続できることをテストするには、次の
接続文字列を使用して、各データベースへの接続を試みます。

dbsnmp/dbsnmp@address_list

このテストは、Agentが動作するノード上で実行する必要があります。

 

Agentが正しい許可で動作していることの確認（が正しい許可で動作していることの確認（が正しい許可で動作していることの確認（が正しい許可で動作していることの確認（UNIX））））
Agentが正しいユーザー許可を持っていることを検証する方法については、2-5ページの
「UNIX上での Oracle Intelligent Agentのインストール」を参照してください。

OSユーザーが存在し、正しい許可を持っていることの確認（ユーザーが存在し、正しい許可を持っていることの確認（ユーザーが存在し、正しい許可を持っていることの確認（ユーザーが存在し、正しい許可を持っていることの確認（Windows NT））））
ノードに対して OSユーザーを指定し、次の許可を付与する必要があります。

� $ORACLE_HOME¥networkまたは $ORACLE_HOME¥networkディレクトリと、そのす
べてのサブディレクトリに対する読取りおよび書込み許可

Agentが起動しない理由がこの時点でわからな
い場合、トレースを有効にする。（「Agentのト
レース」を参照してください。）

システム・パス変数に外部ドライブが含まれて
いないことを確認する。Agentは 1つのサービ
スであり、デフォルトでは SYSTEM権限で動
作します。また、$ORACLE_HOME¥binディ
レクトリにある DLLも必要とします。パス内
に外部ドライブをマップする必要がある場合、
それらのドライブを SYSTEMパスの内部に設
定しないでください。独自のパスを設定する手
順は、次のとおりです。 

1. マップする外部ドライブのパスを、システ
ム・パス変数から独自のパスに移動します。 

2. 再起動して、システム・パスの設定を解除し
ます。

Agentが起動しない理由がこの時点でわからない場合、トレースを有効にする。Agentのトレー
ス設定の詳細は、B-28ページの「Agentのトレース」を参照してください。

注意注意注意注意 : リリース 7.3.3およびそれ以前の Agentは、ローカル・データベースへの
2つの永続的接続を維持します。リリース 7.3.3よりも新しい Agentでは、1つの
永続的接続のみが維持されます。

表表表表 B-1 Agentが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティングが起動しない場合のトラブルシューティング

UNIX Windows NT
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質問と回答
� $TEMPディレクトリに対する読取りおよび書込み許可（Windows NTの $TEMPディレ
クトリは、「コントロール パネル」→「システム」を選択して確認できます）。$TEMP
が定義されていない場合、Oracleホーム・ディレクトリに対する読取りおよび書込み許
可を OSユーザーが持っている必要があります。OSユーザーは、Oracleホーム・ディ
レクトリの下に workという名前で一時ディレクトリを作成します。 

� 前述のユーザーが、$ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリへの書込み許可を
持っている必要があります。

リリースリリースリリースリリース 7.3.3またはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前のまたはそれ以前の Agentを使用しているかどうかの確認を使用しているかどうかの確認を使用しているかどうかの確認を使用しているかどうかの確認
Oracle Enterprise Managerのジョブ・システムとイベント・システムを正しく運用するため
には、リリース 7.3.4またはそれ以降の Intelligent Agentを実行する必要があります。リ
リース 7.3.3またはそれ以前の Agentを実行している場合、ジョブ・システムおよびイベン
ト・システムの機能のうち、使用可能なものが制限されます。

エラーの有無の確認エラーの有無の確認エラーの有無の確認エラーの有無の確認 
（Windows NT）「イベント ビューア」→「ログ」→「アプリケーション」で、DBSNMPプ
ロセスの起動に関するエラーを確認します。

（Windows NTおよび UNIX）$ORACLE_HOME/network/log/nmiconf.logファイルを
参照して、検出エラーの有無を確認します。

ジョブが実行されたにもかかわらず、ジョブが実行されたにもかかわらず、ジョブが実行されたにもかかわらず、ジョブが実行されたにもかかわらず、Agentが状態通知をが状態通知をが状態通知をが状態通知を Enterprise 
Managerコンソールに返信しない理由コンソールに返信しない理由コンソールに返信しない理由コンソールに返信しない理由 

ほとんどの場合、ジョブは実際に実行されていますが、Agentがコンソールに通信できない
ために通知を返すことができません。ホスト名が解決できることを確認します。コンソール
が動作しているWindows NTマシンの IPアドレスおよびホスト名が、UNIXマシンの
/etc/hostsファイルに記述されており、DNS/NISを経由してホスト名が解決できることを
確認します。ジョブを再試行します。

TCP/IPの解決をテストするには、コマンド・プロンプトから次のテストを実行します。

ping <hostname> 
ping <IPaddress>

サーバー上で telnetまたは ftpのサービスが動作していることを確認します（UNIX）。

重要重要重要重要 : リリース 7.3.3またはそれ以前の Agentを、リリース 7.3.4またはそ
れ以降にアップグレードすることをお薦めします。
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Intelligent Agentの起動に関する問題および解決策
telnet <hostname> 
ftp <hostname>

PINGでは TCPではなく IPが使用されるため、これは問題がパケットのルーティングにあ
るかどうかを判断するための良い方法です。

問題が実際に TCPに関係しているかどうかを判断するには、telnetユーティリティまたは
ftpユーティリティを使用します。

 それとは別に、次の手順を実行することもできます。

1. OEMコンソール・マシンの名前および IPアドレスが、Sunサーバーの /etc/hostsファ
イルに記述されていることを確認します。記述がない場合、Agentはコンソール・マシ
ンの名前を IPADDRESSに解決できないため、コンソールにメッセージを返すことがで
きません。

2. Oracle Enterprise Managerの Daemon Managerを起動し、「構成パラメータ」をクリッ
クして、「リスニング・アドレス」パラメータにコンソール・マシンの完全な IPアドレ
スを指定します。以後、Agentからコンソール・マシンへの通信には、この指定された
IPアドレスが使用されます。

デフォルトのリスニング・アドレス（TNS形式）は、次のとおりです。

LISTENING ADDRESS = (ADDRESS=(PROTOCOL= TCP)(Host=machine_name)(Port=7770)) 

ジョブがスケジューリングされた状態のままになっている場合、[Del]キーを使用してその
ジョブの削除を繰り返します。ジョブを再起動します。一般に、ジョブが起動するまでの間
には最大 1分程度の遅延があるため、複数回の送信を経てはじめてジョブが起動されること
があります。特に、古い Agent（リリース 7.3.2）において、Agentが最初に OEMコンソー
ルとの同期を試みるときに、そのような傾向があります。

Intelligent Agentの起動に関する問題および解決策の起動に関する問題および解決策の起動に関する問題および解決策の起動に関する問題および解決策
これ以降の項では、Intelligent Agentの起動時に発生する個別の問題、状況およびエラーに
ついて説明します。

Agent全般全般全般全般
この項では、UNIXおよびWindows NTの各バージョンの Intelligent Agentに共通する問
題について説明します。問題には、発生の確率によって優先順位が付けられています。

ジョブ実行時のジョブ実行時のジョブ実行時のジョブ実行時の ‘ユーザー認証に失敗しましたユーザー認証に失敗しましたユーザー認証に失敗しましたユーザー認証に失敗しました ’エラーエラーエラーエラー  管理対象のノード上で Agentがジョ
ブを実行するために必要な条件は、次のとおりです。
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Intelligent Agentの起動に関する問題および解決策
� 高度なユーザー権利「バッチ・ジョブとしてログオン」を持つ NTユーザー・アカ
ウントが存在すること。（Windows NT）。権限は既存のローカル・ユーザーまたは
ドメイン・ユーザー（リリース 7.3.3以降）、あるいは新規 NTユーザーに割り当て
ることができます。第 2章「インストールと構成」の、Windows NTに固有の説明
箇所を参照してください。

� Oracle Enterprise Managerコンソールで、ノードに対する優先接続情報が前述の
ユーザーに対して設定されていること。『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』
の「作業環境の設定」を参照してください。

� ユーザーが $ORACLE_HOME/networkディレクトリ、または
$ORACLE_HOME¥networkディレクトリへの書込み許可を持っていること。

トレース・ファイル中のトレース・ファイル中のトレース・ファイル中のトレース・ファイル中の ‘ログインは拒否されましたログインは拒否されましたログインは拒否されましたログインは拒否されました ’、、、、‘ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 /パスワードが無効ですパスワードが無効ですパスワードが無効ですパスワードが無効です ’
の各メッセージの各メッセージの各メッセージの各メッセージ  これらのメッセージは、マシン上にリリース 7.3.3以前のデータベースが存
在する場合に書き込まれます。リリース 7.3.3およびそれ以降では、CATSNMP.SQLという
名前のスクリプトが、ディクショナリ・スクリプト CATALOG.SQLに組み込まれています。
このスクリプトには、Agentが接続のために必要とする DBSNMPユーザーを作成する役割
があります。リリース 7.3.3以前のデータベースには、このスクリプトはありません。

ユーザー ‘DBSNMP’が存在することを確認してください。存在しない場合は、
catsnmp.sqlスクリプトを実行してください。

 Agent起動時の起動時の起動時の起動時の ‘SIDのリスナーが見つかりませんのリスナーが見つかりませんのリスナーが見つかりませんのリスナーが見つかりません ’  Intelligent Agentを起動しようとする際
に、エラー「SIDのリスナーが見つかりません」が発生します。表示される SIDは常に、
Oratabファイル中の最後の SIDです。listener.oraおよび tnsnames.oraの各ファイ
ルには、その SIDの有効な TNS記述子が記されています。oratabファイルには無効な SID
は含まれず、すべての SIDは dbsnmpアカウントを持ちます。この問題は、リリース 7.3.4
およびそれ以降の Agentで修正されています。

リリース 7.3.3の nmiconf.tclスクリプトは、listener.oraファイルを解析して、大文
字の文字列 ADDRESS、SID_LIST_、SID_DESCRIPTIONおよび SID_NAMEを探します。
検出を有効にするには、これらのパラメータを大文字に修正します。

Agent起動時の起動時の起動時の起動時の ‘ORACLE_HOMEは存在しませんは存在しませんは存在しませんは存在しません ’   このメッセージは、検出スクリプト
nmiconf.tclによって表示されます。$ORACLE_HOME環境変数が Agentの
ORACLE_HOMEに設定されていることを確認し、Agentを再起動してください。

Agentがががが 1ノード上でノード上でノード上でノード上で 1つのデータベースしか検出しないつのデータベースしか検出しないつのデータベースしか検出しないつのデータベースしか検出しない   1つのノード上に複数のデータ
ベースがある場合、listener.ora中に、各インスタンスに対する一意の GLOBAL_DBNAME
の記述があることを確認する必要があります。listener.ora中に、このパラメータを手動で定
義しなければならない場合もあります。
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snmp_ro.oraおよびおよびおよびおよび snmp_rw.oraが生成されていないが生成されていないが生成されていないが生成されていない   このエラーは、Agentが
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリへの書込み許可を持たない場合に発生する
ことがあります。$ORACLE_HOME/netowrk_og/nmiconf.logを参照して、エラーを調べ
ます。Agentの起動に関する問題の詳細は、B-10ページの「Agentの正常起動の確認」を参
照してください。

検出されないサービスがある検出されないサービスがある検出されないサービスがある検出されないサービスがある   services.oraファイルを参照して、どのサービスが検出済
であるかを調べます。

Agentがマシン上で発見するすべてのサービスは、関連する SQL*Net/Net8構成ファイルで
定義されている必要があります。定義されていないサービスがあると検出は失敗し、最悪の
場合、Agentは停止するかエラーを返します。

Windows NT:　リリース 8.0.4以降の Agentでは、‘OracleService’または
‘OracleServive<SID>’で始まるサービス名が検索されます。‘OracleService’で始まるすべ
てのエントリは、このマシン上で動作しているデータベースとみなされます。Agentが
取り扱うすべての SIDは、関連する SQL*Net/Net8ファイルで定義されている必要があ
ります。

UNIX:　oratabファイルは、どの SIDが存在するかを特定するために使用されます。
リリース 7.3.3、またはそれ以前の Agentでは、不正確な（Developer/2000環境のもの
など）SIDが見つかると、検出は失敗します。この問題に対処するために、$ORATAB環
境変数を使用して、Agentに検出させるデータベースのみを含む別の oratabファイル
にアクセスできます。

残りのデータベースに対しては、oratabファイル、および SQL*Net/Net8のファイル群を
調べることにより、これらのファイルが存在し、すべての定義が記述されていることを確認
します。listener.oraファイルに、すべてのデータベースが記述されていることを確認
します。詳細は、B-8ページの「Net8構成ファイルの確認」および B-9ページの「Net8の
動作の確認」を参照してください。

Agentが正しく起動しないが正しく起動しないが正しく起動しないが正しく起動しない  以前には起動していた Agentが正常に起動しなくなったような場
合、環境になんらかの変更があった可能性があります。通常は、Agentにすべてのサービス
を再検出させることが良い方法です。

snmp_ro.ora、snmp_rw.oraおよび services.oraの各ファイルを削除して、Agentを
再起動します。これで問題が解決しない場合、それらのファイルを削除し、さらに
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリ内の *.qファイルをすべて削除します。

警告警告警告警告 : この操作は、すべてのジョブおよびイベントを削除します。そのこと
を確認の上、まずコンソールからジョブおよびイベントを削除するようにし
てください。
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複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー複数のリスナー  Intelligent Agentは、1台のマシン上の単一データベースに対する複数のリ
スナーをサポートしていません。services.oraには、検出情報を Agentからデーモンに
送るときに使用される情報が記述されています。services.oraでは、単一のデータベースに
対する複数のリスナーはサポートされていません。サービスの検出における制限のため、マ
シン上で監視する 1データベースごとに 1つのリスナーのみを配置します。同一のデータ
ベースを 2つのリスナーがリスニングしている場合、Agentはエラーを返すか、検出を拒否
します。

Agentリリース 8.0.5以降の場合、複数のリスナーが 1つのノードに存在すると、Agentが
最初に見つけたリスナーしか使用されません。

DBSNMP ERROR:　複数のリスナーの検出　複数のリスナーの検出　複数のリスナーの検出　複数のリスナーの検出  動作しているリスナーが 1つのみであっても、そ
れ以外のリスナーが存在しないとは限りません。Agentは動作しているリスナーのみでな
く、（listener.oraファイルを通して）構成されるすべてのリスナーを検出します。また、
Agentによる検索の範囲は、$TNS_ADMINが指すディレクトリに限定されません。
listener.oraファイルが存在する可能性のあるすべての場所が調べられます。

ユーザーの意図と異なるリスナーが Agentによって選ばれた場合、問題を修正して Agent
を再起動してください。

ジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時の ‘サービス名が無効ですサービス名が無効ですサービス名が無効ですサービス名が無効です ’またはまたはまたはまたは ‘ファイル操作エラーファイル操作エラーファイル操作エラーファイル操作エラー’の表示の表示の表示の表示   
これらのエラーは通常、コンソール上のサービスと、Agentによって検出されるサービスが
同期していないときに発生します。たとえば、あるイベントを TESTDBに対して登録し、そ
の後でデータベースの名前を PRODDBに変更したような場合、Agentとコンソールは同期
しなくなります。

この問題を修正するには、このサービスからジョブおよびイベントの登録をすべて削除し、
次に、サービスが存在するノードをコンソールから削除します。自動検出ウィザードを使用
し、コンソール上でノードを再検出します。

NT Agentを使用している場合は、NT Agentに関する説明のジョブまたはイベント登録時の
‘サービス名が無効です ’を参照してください。

注意注意注意注意 : UNIXマシンで、複数のリスナーが同じ SID（oratabファイルに記
述される）を持つように構成されている場合、Agentは最初に検出したリス
ナーのみを選びますが、同時に、同じ SIDのリスナーが複数存在することを
ユーザーに知らせるためのメッセージも表示します。

注意注意注意注意 : リリース 7.3.2では、別名の大文字と小文字が区別されます。
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Agentによる過度のメモリー消費による過度のメモリー消費による過度のメモリー消費による過度のメモリー消費  リリース 7.3.4、8.0.3.1.1（NT）および 8.0.3（Solaris）以
前の Agentでは、メモリー・リークにより、メモリー使用量が次第に増大するという現象が
起こります。メモリー・リークは、Agentが通信できない（データベースがダウンしてい
る、リスナーが起動していないなど）別名やサービスが指定されている場合に発生します。
Agentがそのようなサービスへの通信を試みるたびに、その要求に関連付けられたメモリー
は解放されずに残ります。また、dbprobeおよび listnerupdowmの各イベントに伴うハン
ドルも失われます。

Agentをアップグレードしてください。アップグレードできない場合は、動作中のサービス
のみを監視するようにします。また、Agentのメモリー使用量を検証します。メモリー使用
量が多くなりすぎた場合、Agentを停止し、再起動します。

 

Windows NT Enterprise Edition 4.0上で上で上で上で DBSNMP.EXEのののの CPU使用率が使用率が使用率が使用率が 100%になるになるになるになる   この問題は、
NTサービスの OracleServiceORCLが動作していないか（ORCL以外の SIDで独自のデータ
ベースが作成されたことが原因で）存在せず、Oracle Performance Utility（Oracle 
Enterprise Manager Performance Packではなく Oracle8のパフォーマンス・ユーティリ
ティ）がインストールされているときに起こる可能性があります。

Oracle Performance Utilityはインストールの間に、SID “ORCL”を参照する BEQ接続記述子
をハードコードします。したがって、SIDが ORCLであるデータベースがマシン上にない場
合、前述の問題が発生します。接続記述子の場所は
（HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥Oracle80¥Performance）
です。Username、Passwordおよび Hostnameの値を確認します。

解決策は、Oracle8 Performance Utilityを削除することです。

‘Transport read error’またはまたはまたはまたは ‘Transport write error’メッセージメッセージメッセージメッセージ  これらのメッセージは、TCP/IP
レイヤーでの問題を示すものです。考えられる最大の原因は、IPアドレスとホスト名が同じ
物理マシンを参照していないことです。

TCP/IPが正しく構成され、動作していることを確認します。（「TCP/IPの構成と動作の確
認」を参照してください。）

警告警告警告警告 : Agentに付属のに付属のに付属のに付属の TCLスクリプトを修正しないでください。スクリプトを修正しないでください。スクリプトを修正しないでください。スクリプトを修正しないでください。

Intelligent Agentにあらかじめ用意された Tcl（Tool Command Language）
スクリプトは、Oracle Enterprise Managerのジョブ・システムおよびイベン
ト・システムで使用されます。Agentで定義済以外のジョブを送る場合は、
TCLジョブを使用します。このジョブでは、任意のスクリプトを渡して
Agentに実行させることができます。
B-18　Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド                             



Intelligent Agentの起動に関する問題および解決策
‘Oralogin failed in orlon’  Software Developer’s Kitを通して、oratcl動詞 oralogonを使用した
TCLスクリプトを実行している間に、このエラーが発生することがあります。メッセージ
“Oralogin failed in orlon”は、接続文字列が間違っているか、使用されているアカウントが
なんらかの理由でデータベースにログインできないことを表しています。

リリースリリースリリースリリース 8.x Agentの動作時にの動作時にの動作時にの動作時に Oracle8データベースがデータベースがデータベースがデータベースが 1分おきに分おきに分おきに分おきに REDOログを切り替えるログを切り替えるログを切り替えるログを切り替える  非
常に短い間隔（30秒）にスケジューリングされているジョブまたはイベントがある場合、こ
のことがシステムのアクティビティの原因となります。たとえば、イベント USER BLOCKS
が定義されている場合、Agentは一時表を構築することによって同時 /待機中のロックを
チェックし、表を削除し、チェックごとに表を再構築します。

解決策解決策解決策解決策 :　　　　間隔をより短くするか、基礎となっている表のロギングを無効にします。

NT Agent
この項では、Windows NTバージョンの Intelligent Agentで発生する可能性がある
Intelligent Agentエラーについて説明します。前述の項と同様、エラーには、発生の確率に
よって優先順位がつけられています。

‘Agentへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しましたへの接続に失敗しました ’エラーエラーエラーエラー  （送られた状態のままのジョブが存在する）  

Windows NT上では、実際には 2種類のホスト名定義が存在します。1つは NetBIOSの定
義で、これは常にインストールされている、Windows NT内部の Named Pipesプロトコル
用に使用されます。もう 1つは TCP/IPホスト名で、Windows NT上に TCP/IPをインス
トールしたときにのみ構成可能です。

Windows NTのNetBIOSホスト名を調べる手順は、次のとおりです。

� 「コントロール パネル」で「ネットワーク」をダブルクリックします。

� 表示されたダイアログ・ボックスの「コンピュータ名」が、NetBIOSのホスト名を
表しています。

TCP/IPのホスト名を調べる手順は、次の通りです。

� 「コントロール パネル」から「ネットワーク」→「プロトコル」→「TCP/IPプロ
トコル」→「プロパティ」→「DNS」の順に開きます。

� 表示された「ホスト名」が、TCP/IPのホスト名に相当します。

Windows NTサーバー上では、前述の 2種類の名前が異なるような構成がなされている場合
でも、その両方に pingを実行できます。一方、クライアント側では、TCP/IPの実ホスト名
のみに pingを実行できます。Agentがローカル IPC接続を使用している場合、Agentは
Named Pipesを使用します。これはNetBIOSの名前ですが、その一方で、すべての外部接
続には TCP/IPの名前が使用されます。

この 2種類の名前が一致しない場合、‘Agentに接続できません ’エラーが発生するか、ジョ
ブがコンソール内に保留され続けます。したがって、NetBIOSのホスト名と TCP/IPのホス
ト名が一致していることを確認する必要があります。
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ジョブ実行中の、失敗→ジョブ実行中の、失敗→ジョブ実行中の、失敗→ジョブ実行中の、失敗→ ‘output from job lost’エラーの発生エラーの発生エラーの発生エラーの発生  Agent用に作成したWindows 
NTユーザー（第 2章「インストールと構成」および『Oracle Enterprise Manager構成ガイ
ド』を参照）には、$ORACLE_HOME¥network¥agentディレクトリ（さらに、一部のアプ
リケーションでは TEMPディレクトリ）に対する読取りおよび書込み許可と、SYSTEM32
ディレクトリの読取り許可を与える必要があります。         

NTユーザーがこれらの許可を持っていることを確認してください。

検出の後で検出の後で検出の後で検出の後で Agentがサービスを見つけられないがサービスを見つけられないがサービスを見つけられないがサービスを見つけられない  この問題は、リリース 7.3.4およびそれ以降
の Agentで修正されています。リリース 7.3.3およびそれ以前の Agentでは、次の代替手段
を取ることができます。

listener.oraファイルの SID_LISTセクションで、$ORACLE_HOMEパラメータが指定さ
れていないことを確認します。SID_LISTセクションで $ORACLE_HOMEが指定されている
と、Agentはサービス検出のために必要なファイルを見つけられなくなります。

ジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時のジョブまたはイベント登録時の ‘サービス名が無効ですサービス名が無効ですサービス名が無効ですサービス名が無効です ’   この問題は、リリース 8.0.4の
Agentを使用している場合に起きる可能性があります。“.world”以外のデフォルト・ドメイ
ンがある場合、Agentは検出時に “.world”をデータベース名に追加しようとします。たとえ
ば、デフォルト・ドメインが nl.oracle.comで、GLOBAL_DBNAME = 
database.nl.oracle.comのように定義されている場合、Agentはデータベース名を
database.nl.oracle.com.worldのように定義します。この問題は、Agentとコンソー
ルが同じマシン上で動作する（同じ構成ファイルを共有する）場合に限り発生します。

代替の手段は、指定されたドメインをその時点で持っていないすべてのサービスに .world
を付加することです。

OracleAgentサービスが起動時に停止するサービスが起動時に停止するサービスが起動時に停止するサービスが起動時に停止する   この問題は、システム・パス変数上にマップされ
た外部ドライブが存在する場合に起こることがあります。詳細は、B-10ページの「Agentの
正常起動の確認」を参照してください。

Intelligent Agent 7.3.3と、それ以外のリリースの Oracleデータベース（7.3.2など）の組合
せに固有の問題が発生することもあります。そのような問題が発生しているかどうかは、
Windows NTの「コントロール パネル」→「サービス」ダイアログで確認できます。問題
が発生している場合、OracleAgentのステータスが「起動」と表示されている一方で、
Agentのシャットダウンを選択しようとしても、「起動」、「一時停止」、「続行」の各ボタン
とともに「停止」ボタンが使用不可のままになっています。

Windows NT上では、Intelligent Agent 7.3.3と、リリース 7.3.2のデータベースを同時にイ
ンストールできません。これは、両製品が 2種類の異なるリリースの RSF（7.3.3および
7.3.2）を使用することが原因です。これらの RSFを同時にインストールすることはできませ
ん。
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SQL*Net 2.3.3とともに、データベースをリリース 7.3.3にアップグレードしてください。こ
の処置が不可能な場合、Oracle Enterprise Manager 1.3.5および Intelligent Agent 7.3.3を削
除した上で、SQL*Net 2.3.2クライアント /サーバー /アダプタがインストールされている
ことを確認する必要があります。次に、Intelligent Agent 8.0.3をインストールし、Oracle 
Enterprise Manager 1.4を使用します。Intelligent Agent 8.0.3は RSF 8.0.3および Net8を使
用するため、Oracle 7.3.xとの競合はありません。

ジョブを高頻度で実行後にジョブを高頻度で実行後にジョブを高頻度で実行後にジョブを高頻度で実行後に Agentが停止したように見えるが停止したように見えるが停止したように見えるが停止したように見える  スケジューリングされたジョブを
毎分実行していて、NTコンソール上に “Event ID 2009, Number of sessions exceeded 2048”
というエラーが表示される場合、「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→
「Windows NT診断プログラム」の順にクリックし、「ネットワーク」タブで、ログインして
いるユーザーの数が 2048を超えていないかどうかを確認します。スケジューリングされた
ジョブの実行を終了するときに、Intelligent Agentはセッションを解放しません。

代替の手段として、2時間おきに Agentを停止し、再起動してください。

        または

リリース 8.0.4の Agentにアップグレードしてください。

Agentがワトソン博士エラーを表示して異常終了するがワトソン博士エラーを表示して異常終了するがワトソン博士エラーを表示して異常終了するがワトソン博士エラーを表示して異常終了する  

この問題は、NTサービス OracleServiceORCLが動作していないか（ORCL以外の SIDで
データベースを作成したことが原因で）存在せず、かつ、Oracle8 Performance Utilityがイ
ンストールされているときに発生する可能性があります。

Oracle8 Performance Utilityはインストールの間に、SID“ORCL”を参照する BEQ接続記述
子をハードコードします。したがって、SIDが ORCLであるデータベースがマシン上にない
場合に、前述の問題が発生します。接続記述子の場所は
（HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥Oracle80¥Performance）
です。Username、Passwordおよび Hostnameの値を確認します。

解決策は、Oracle8 Performance Utilityを削除することです。

この処置で問題が解決しない場合、sqlnet.oraファイルで変数を automatic_ipc = 
offのように設定し、listener.oraファイル中の IPCアドレスをコメント・アウトして、
Agentを再起動してみてください。

ワトソン博士ワトソン博士ワトソン博士ワトソン博士 :　アプリケーション　アプリケーション　アプリケーション　アプリケーション PLUS80.EXEのアクセス違反のアクセス違反のアクセス違反のアクセス違反  SQL*Plusジョブの実行中に
このエラーが発生する場合、SQL*Plusのバグが原因です。tnsnames.oraファイルに記述さ
れた別名以外の接続文字列を使用してコマンド・ラインから SQL*Plusを起動すると、同じ
エラーが発生して SQL*Plusが異常終了します。これは、接続文字列のサイズが、接続文字
列に割り当てられたバッファ・サイズよりも大きいことが原因です。  詳細は、B-23ページの
「ORA-12163: ‘TNS: 接続記述子が長すぎます ’」を参照してください。

tnsnames.oraファイルで、255文字よりも短いデータベース接続文字列を定義してくださ
い。その後、Agentを再起動し、該当のノードをコンソール上で再検出します。
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Agentが重大なが重大なが重大なが重大な NTエラーを発してサービスが制御不能になるエラーを発してサービスが制御不能になるエラーを発してサービスが制御不能になるエラーを発してサービスが制御不能になる  この問題は、NTマシン上の同
じ ORACLE_HOMEディレクトリに、Oracle7と Oracle8の両方がインストールされている
場合に発生します。これはサポートされている構成ではありません。Agentでは起動を試
み、なんらかの種類のタイムアウト・エラーを発し、起動に失敗したことを知らせるメッ
セージを表示した後、Agentサービスの停止または開始の操作ができない状態になります。

まず Agentを起動し、次に Oracle8サービスを起動してください。

OEM 1.5へのアップグレード後のへのアップグレード後のへのアップグレード後のへのアップグレード後の OSおよびおよびおよびおよび ORAエラーエラーエラーエラー  この問題は、Windows NT上で、リ
リース 8.0.3のデータベースとともに OEM 1.5をインストールするときに発生します。イン
ストールの間、必要なサポート・ファイルが 8.0.3から 8.0.4にアップグレードされます。     

次回以降 Agentを起動しようとすると、エラー・スタックが返されます。NTマシンを再起
動すると、データベースがない、Oracle Enterprise Managerコンソールが 1つしかない、
Agentがないなど、動作に異常がみられます。

このことは既知の問題であり、次のように定義されます。Windows NT上では、最初の 2つ
の番号のみがサポートされます。小数点第 3位のみが異なる 2種類のバージョンをインス
トールしようとしても、正しくインストールできません。OEM 1.5の番号のみでは、リリー
ス 8.0.4の RSFを同時にインストールしていることに気が付きません。

UNIX Agent

サービスがまったく見つからずに検出が失敗するサービスがまったく見つからずに検出が失敗するサービスがまったく見つからずに検出が失敗するサービスがまったく見つからずに検出が失敗する
まず、SQL*Netのファイル群がすべて存在し、正しく定義されていることを確認してくださ
い。次に、oratabファイルを編集し、動作しているリスナーの有効な SIDのみを記述するこ
とで、検出の問題を解決できます。この作業が終わったら、oratabファイルに残りのエン
トリを追加して、問題の原因となるエントリを特定できます。

$ORACLE_HOME/network/log/nmiconf.logファイルを参照して、エラーを確認してく
ださい。

‘ノードノードノードノード <nodename>のサービス情報の取得に失敗しましたのサービス情報の取得に失敗しましたのサービス情報の取得に失敗しましたのサービス情報の取得に失敗しました ’と表示されと表示されと表示されと表示され
て自動検出が失敗するて自動検出が失敗するて自動検出が失敗するて自動検出が失敗する 
これは Solaris版のリリース 7.3.3における既知のバグで、リリース 7.3.4および 8.0.3では修
正済です。このエラーは、クライアント側のインストールなど、oratabファイル中にデータ
ベース以外のエントリがある場合に発生します。

そのようなエントリに対しては、Agentの起動時に次のようなメッセージが表示されます。

                No listener found for SID <sid> 
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これには 2種類の対処方法があります。

1. Agentの起動時に、oratabファイル中のそれらのエントリをコメント・アウトします。

2. oratabファイルのコピーを作成し、それらのエントリを削除します。次に、Agentを起
動するユーザーの $ORATAB環境変数をそのファイルに設定します。

lsnrctl dbsnmp_startの実行中にの実行中にの実行中にの実行中に ‘NO LISTENER FOUND FOR <XXX>’のようにのようにのようにのように
表示される表示される表示される表示される 
これは Intelligent Agent 7.3.3での問題です。services.oraファイルが空です。または、
snmp_ro.oraファイル中の SNMP.VISIBLESERVICESパラメータが空です。

“cannot find listener for XXXX”というメッセージの原因は通常、listener.oraファイルに記述
のない SIDが oratabファイルに記述されていることです。これは、リスナーがこの特定の
SIDをリスニングしていないことを意味します。Agentを接続しようとしている SIDとこの
SIDが一致しない場合、これは警告であり、その他の SIDに対する検出プロセスが停止され
るわけではありません。

oratabおよび listener.oraの中で、すべての SIDに対して大文字 /小文字が正しく区
別されており、*やその他のプレフィクスが付いた SIDが oratabファイル中に存在しないこ
とを確認してください。この問題の例として、*で始まる SIDが Agent以外の Oracle製品
で使用されていて、それにより検出が停止した、などの事例があります。

Intelligent Agentのエラー・メッセージと解決策のエラー・メッセージと解決策のエラー・メッセージと解決策のエラー・メッセージと解決策

Agent全般全般全般全般

ORA-12163: ‘TNS: 接続記述子が長すぎます接続記述子が長すぎます接続記述子が長すぎます接続記述子が長すぎます ’  
$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_ro.oraファイルから、
snmp.address.<host_name>パラメータをコピーします。このアドレスおよびパラメータを、
$ORACLE_HOME/network/admin/snmp_rw.oraファイルにペーストします。
snmp_rw.oraでは、IPCに対するアドレス・エントリを削除することによって、この接続文
字列の長さを切りつめます。（NMPおよび SPXも削除できます。）  

Agentをシャットダウンし、再起動します。次の例を参照してください。 

注意注意注意注意 : リリース 7.3.4/8.0.3以降の Agentでは、snmp_ro.oraにパラメー
タ snmp.addressは存在しません。したがって、この例を参考にして、
snmp_rw.oraに新しい変数を追加する必要があります。
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例例例例 :　

snmp_ro.oraから、次のエントリをコピーします。

snmp.address.ORCL_MACHINE-PC = (DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST 
=(ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=oracle.world))(ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=ORCL))(ADDRES
S=(COMMUNITY= TCP.world)(Host=machine-pc)
(PROTOCOL=TCP)(Port=1521))(ADDRESS=(COMMUNITY=TCP.world)(Host=machine-pc)
(PROTOCOL=TCP)(Port= 1526)))(CONNECT_DATA=(SID=ORCL)(SERVER=DEDICATED))) 

snmp_rw.oraで修正されたエントリは次のとおりです。

snmp.address.ORCL_machine-PC = (DESCRIPTION=(ADDRESS_LIST 
=(ADDRESS=(COMMUNITY=TCP.world)(Host = machine-pc)(PROTOCOL= TCP)(Port= 
1521))(ADDRESS=(COMMUNITY= TCP.world)(Host = machine-pc)(PROTOCOL= 
TCP)(Port=1526)))(CONNECT_DATA=(SID=ORCL)(SERVER=DEDICATED)))

TNS-12542:‘TNS: アドレスがすでに使用中ですアドレスがすでに使用中ですアドレスがすでに使用中ですアドレスがすでに使用中です ’  

これは実際には、Net8リスナーのエラーです。

次に示すのは、リリース 8.0.3.0.0 Intel NT版 Net8リスナーのリリース・ノートから抜粋し
た説明です。クライアントが専用のサーバー・モードで Oracle8 Serverに接続するとき、
WINSOCK2の共有ソケット機能を使用して、クライアントの接続がリスナーからデータ
ベース・サーバーにルーティングされます。クライアントはリスナーとのソケット接続をク
ローズする必要なしに、データベース・サーバーと新しい接続を確立するため、この機能に
より接続時間が短縮されます。

共有ソケットを使用する場合、スレッドもリスナーと同じポートを使用します。リスナーを
シャットダウンし、同じポートでそのリスナーを再び起動しようとするとき、データベース
との間のなんらかのオープンな接続によりポートが使用中であれば、リスナーは起動しませ
ん。リスナーを起動する前に、データベースに接続しているクライアントがないことを確認
してください。別のポート番号でリスナーを使用する場合には、リスナーを起動できます。

listener.oraファイルと LSNRCTL80ユーティリティの詳細は、Oracleネットワーク製
品のWindowsプラットフォーム用のスタート・ガイドを参照してください。オラクル社で
は、WINSOCK2のオプションを使用してポートの再使用を可能にすることにより制限の克
服を試みましたが、オプション機能の信頼性は十分ではありません。オラクル社では現在、
マイクロソフト社と協力して、この問題の解決に取り組んでいます。

reloadコマンドの詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイド』を参照してください。

警告警告警告警告 : データベースに接続しているクライアントが 1つでもあるときには、
リスナーを停止しないでください。新しいデータベースをリスニングする必
要がある場合、構成ファイル listener.oraを修正して、リスナー制御ユーティ
リティ LSNRCTL80から reloadコマンドを発行します。
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VOC-04816 ‘宛先が無効です宛先が無効です宛先が無効です宛先が無効です ’  ジョブの送信中、「Agent_nodeのアドレスの検索に失敗しまし
た」というメッセージを表示して認証が失敗します。次に、VOC-04816 ‘宛先が無効です ’エ
ラーが発生します。これは、コンソール・マシンの tnsnames.ora中に無効なアドレスが記
述されていることが原因である可能性もあります。

リリース 7.3.3またはそれ以降の Agentにアップグレードしてください。

また、SQL*Netの構成ファイル群が正しいことを確認してください。

NT Agent

 Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NTオペレーティング・システム・エラーオペレーティング・システム・エラーオペレーティング・システム・エラーオペレーティング・システム・エラー  

Agentの起動時にの起動時にの起動時にの起動時に OSエラーが発生する場合、それが実際にエラーが発生する場合、それが実際にエラーが発生する場合、それが実際にエラーが発生する場合、それが実際に snmimsg.mcに記述されているに記述されているに記述されているに記述されている
Agentエラーであるかどうかを確認してください。エラーであるかどうかを確認してください。エラーであるかどうかを確認してください。エラーであるかどうかを確認してください。一部のWindows APIが定義どおりに機
能しないことが原因で、Agentがエラーの実際の原因を出力できないことがあります。

Windows NTの「管理ツール」グループにある「イベントの「管理ツール」グループにある「イベントの「管理ツール」グループにある「イベントの「管理ツール」グループにある「イベント ビューア」を使用してください。ビューア」を使用してください。ビューア」を使用してください。ビューア」を使用してください。
記録された問題の本当の原因を見つける必要があります。Agentエラーのソースは、サービ
ス名 dbsnmpの下にあります。リスト中の最も新しい dbsnmpエントリを選択します。イベ
ントをダブルクリックすると、実際の原因が表示されます。

OSエラーの発生後にエラーの発生後にエラーの発生後にエラーの発生後に Agentの問題を解決する手順は、次のとおりですの問題を解決する手順は、次のとおりですの問題を解決する手順は、次のとおりですの問題を解決する手順は、次のとおりです。。。。  

� 「イベント ビューア」を起動します。（このツールは「管理ツール」プログラム・グルー
プにあります。）メイン・メニューの「ログ」をクリックし、次に「アプリケーション」
を選択します。Agentエラーのソースは、サービス名 dbsnmpの下にあります。リスト
中の最も新しい dbsnmpエントリを選択します。イベントをダブルクリックすると、実
際の原因が表示されます。

� NMI.LOGおよびNMICONF.LOGの各ファイルには、発生した特定のエラーについての
より詳細な情報が記されています。

� snmp_ro.oraおよびsnmp_ro.oraの各ファイルが$ORACLE_HOME¥network¥admin
ディレクトリに存在し、サイズが 0でないことを確認します。

� Agentを起動したユーザーが、キュー・ファイルに対する読取りおよび書込み許可を
持っていることを確認します。

� マシン名と DNSホスト名が一致していることを確認します。

� 「DNS名およびコンピュータ名の一致の確認（Windows NT）」を参照してください。
SQL*Netが実行中であることを確認します。

� TCP/IPが正しく構成され、動作していることを確認します。（「TCP/IPの構成と動作の
確認」を参照してください。）

� $ORACLE_HOME¥network¥agent¥MIBディレクトリから、必須でないファイルをすべ
て削除します。
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� NTマシン上で、8.0.3データベースと同じ ORACLE_HOMEディレクトリに Oracle 
Enterprise Manager 1.5がインストールされていないことを確認します。

� Oracle 8.0.3以前のデータベースを使用している場合、実行している Agentのインスタン
スが 1つのみであることを確認します。Oracleリリース 8.0.4以降では、新しい Agent
サービス（OracleAgent80）を作成することにより、マシン上で 2つの Agentサービス
を動作させることができます。

� リリース 8.0.4の Agentにアップグレードします。

UNIX Agent

 Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NMS-004エラーエラーエラーエラー  UNIXマシン上で snmpdが動作している場合、サーバーの
/etc/snmpd.confファイルで次のように設定します。

smux 0.0 "" <ipaddress of server> 

nms-4エラーが解消されない場合、次のパラメータを指定して、snmpd.confファイルのロ
ギングを有効にします。

logging   file=/usr/tmp/snmpd.log   enabled 

ログ・ファイルには、発生する可能性のある状況についてのより詳しい情報が記されていま
す。たとえば、smux行の二重引用符の間に空白があると、アプリケーションによってその
空白がパスワードとして誤って解釈される可能性があります。二重引用符自体はパスワード
を意味しません。

NMS-0308 : ‘アドレスでのリスニングに失敗しましたアドレスでのリスニングに失敗しましたアドレスでのリスニングに失敗しましたアドレスでのリスニングに失敗しました : 別の別の別の別の Agentが実行されている可能性がが実行されている可能性がが実行されている可能性がが実行されている可能性が
ありますありますありますあります ’   

このエラーの原因は 2種類考えられます。

1. 1台のマシン上の異なる ORACLE_HOMEディレクトリに 2つの Agentがインストール
されている場合、Agentの 2つ目のインスタンスを起動しようとすると、このメッセー
ジが表示されます。これは、両方の Agentが同じ 1748番のデフォルト・ポートをリス
ニングしようとすることが原因です。

1台のマシン上には 1つの Agentのみを配置してください。

2. Agentがリスニングするポート 1748が他のプロセスによって使用されているか、以前
にそのポートを使用していて現在は停止しているプロセスがポートを解放していません
（SUNのマシン上で一般的な問題です）。

ポートが他のプロセスによって使用されていることを確認する手順は、次のとおりです。

1. 次の UNIXコマンドを入力します。

netstat -a | grep 1748 
                                                  ^---- これはポート番号です
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“LISTENING”で終わる文字列が画面に表示される場合、ポートは使用中です。

2. 次の条件に当てはまる場合、

� netstat -a | grep 1748（“LISTENING”と表示されます。）

� LSNRCTL> dbsnmp_status（“The db subagent is not started”と表示されます。） 

次の操作を行います。

�  ps -ef | grep dbsnmp

� kill -9  ______    （プロセス番号を入力）

� 次のコマンドを入力して、Agentを再起動

           LSNRCTL> dbsnmp_start

この時点でなお Agentを起動できない場合、前述の手順を再度実行します。ただし、Agent
を再起動する前に次の操作を行います。

� cd $ORACLE_HOME/network/agent

� rm *.q, services.ora, snmp_ro.ora, and snmp_rw.ora

� 次のコマンドを入力して、Agentを再起動

           LSNRCTL> dbsnmp_start

この操作により Agentは再起動しますが、Agentが過去に使用していたジョブおよびイベン
トのキューはすべて削除されます。

他の手段がすべて失敗する場合、マシンを再起動することで確実にポートが解放されます。

この問題を解消するために、Agentを再リンクする必要がある場合もあります。詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』および『Oracle Enterprise Manager日本語リリー
ス・ノート』を参照してください。

 Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NMS-001エラーエラーエラーエラー  このメッセージは、SNMP Master Agent（SNMPプロトコ
ルを制御する UNIX上のプロセス）と通信できないことを表します。デフォルトでは、
Agentは SQL*Netを介してリスニングし動作しますが、UNIXシステム上の SNMPを経由
して動作することもできます。 

Master Agentを使用した通信を試みる場合以外は、このメッセージを無視しても差し支えあ
りません。

Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NMS-205エラーエラーエラーエラー  ‘dbsnmp’ユーザーを見つけられませんでした。

SYSまたは INTERNALどちらかのアカウントで、データベースに対して catsnmp.sqlスク
リプトを実行します。
                                                         トラブルシューティング B-27



Agentのトレース
Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NNL-018エラーエラーエラーエラー   Agentが Names Serverと通信できません。この問題は、イ
ンストールされているのみで実際には Names Serverが使用されていない場合に発生する可
能性があります。

snmp_rw.oraファイルに次の行を追加します。

NMI.REGISTER_WITH_NAMES = FALSE

Agent起動時の起動時の起動時の起動時の NMS-351エラーエラーエラーエラー  この問題は、$ORACLE_HOME/network/agentディレクト
リにある ‘*.q’ファイルの ID間に不一致がある場合に発生します。
$ORACLE_HOME/network/agentディレクトリ中のすべての ‘*.q’ファイルを削除します。
リポジトリを再構築します。Agentを再起動します。

Agentのトレースのトレースのトレースのトレース
リリース 7.3.3以降では、Agentは $ORACLE_HOME/network/adminディレクトリにある
snmp_ro.oraおよび snmp_rw.oraの各ファイルから情報を読み取ります。

 

snmp_rw.oraファイルに加える変更の例を次に示します。

NMI.TRACE_LEVEL = (OFF | USER | ADMIN | 16 )

NMI.TRACLE_LEVELの設定は、SQL*Net用に使用されるものを反映しています。

オプションとして、次のパラメータを設定します。

NMI.TRACE_FILE = agent        Default=dbsnmp.trc 
NMI.TRACE_DIRECTORY = C:¥TEMP  Default=$ORACLE_HOME/network/trace

（Agentが書込み許可を持つ任意の既存ディレクトリ）

トレースが有効でない場合でも、ログ・ファイル $ORACLE_HOME/network/log/nmi.log
は、起動のたびに Agentによって書き込まれます。このファイルには、Agentの名前とバー
ジョン、および Agent構成ファイルの名前とその場所が記されています。トレースが有効に
されている場合、データベースおよびリスナーの接続に伴う問題も記述されます。

注意注意注意注意 : これらのファイルは、Agentを最初に起動した後でのみ存在します。
Agentの起動以後、最初に Agentをトレースする場合、snmp_rw.oraとい
う名前の新規ファイルを手動で作成して、このファイルにトレース・パラ
メータを追加できます。そうでない場合は、Agentを起動し、snmp_rw.ora
ファイルにトレース情報を追加して、Agentを再起動します。
B-28　Oracle Intelligent Agentユーザーズ・ガイド                             



TCLのトレース
ログ・ファイル $ORACLE_HOME/network/log/nmiconf.logは、Agentの初回起動時に作
成され、その後起動のたびに内容が追加されます。自動検出は、Tclスクリプト nmiconf.tcl
（ログ・ファイル名の由来）によって行われます。このファイルは起動の間にのみ書き込ま
れます。$ORACLE_HOME/agentbin/ORATCLSHは、特別な目的に使用される TCLシェ
ルで、OEM Agentによってサポートされる ORATCL動詞の（全部ではなく）広範な部分集
合に加えて、標準の TCL動詞（TCL75.dllでサポートされる）のすべてをサポートします。
ORATCLSHは汎用のユーティリティではなく、OEM Agentによってメンテナンスされる
ファイルおよびデータ構造に依存するため、OEM Agentとの組合せでのみ使用できます。

ORATCLSHのドキュメントは存在せず、OEM Agentのサポート対象機能セットの一部でも
ありません。ORATCLSHは、OEMのジョブ・スクリプトおよびイベント・スクリプトを
開発する Oracleユーザーおよび開発者を支援する目的で限定的に提供されるデバッグ・
ツールです。ORATCLSHの実行可能プログラムは、TCLスクリプトのデバック用に提供さ
れます。ORATCLSHを実行する前に、TCL_LIBRARY環境変数が
$ORACLE_HOME/network/agent/tclを指すように設定します。これは init.tclファイルの
ある場所です。

TCLのトレースのトレースのトレースのトレース
ORATCL_DEBUG環境変数を設定し、snmp_rw.oraファイル中でトレースを有効にするこ
とにより、Tclのトレースを有効にできます。ORATCL_DEBUGは、
$ORACLE_HOME/network/traceディレクトリに設定する必要があります。これらのパラ
メータを有効にするには、Agentをシャットダウンし、再起動する必要があります。TCLの
トレースにより、前述のディレクトリにファイル oratcl.trcが作成されます。イベントが実
行されるたびに、oratcl.trcファイルにエントリが追加されます。
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Oracle Data Gathererの構成に関するトラブルシューティング
Oracle Data Gathererの構成に関するトラブルシューティングの構成に関するトラブルシューティングの構成に関するトラブルシューティングの構成に関するトラブルシューティング
この項では、構成を行う際に発生する問題とその解決方法について説明します。

表表表表 B-2 Oracle Data Gathererの構成に関する問題のトラブルシューティングの構成に関する問題のトラブルシューティングの構成に関する問題のトラブルシューティングの構成に関する問題のトラブルシューティング

問題問題問題問題 問題を修正する手順問題を修正する手順問題を修正する手順問題を修正する手順

クライアント・ホスト
（Oracle Capacity Plannerま
たは Oracle Performance 
Managerがインストールさ
れている）が、Oracle Data 
Gathererがインストールさ
れたホストに接続できない。

� クライアント・ホストから、pingユーティリティを使用して
Oracle Data Gathererホストに pingを実行。

ping Oracle-data-gatherer-host-name

� データベースに対する優先接続情報が設定されており、Data 
Gathererがそのホスト上に存在する場合、Data Gathererの
場所を問い合せるメッセージは表示されない。そのホスト上
の Data Gathererが、デフォルトとして使用されます。デー
タベースに対する優先接続情報が設定されていないか、その
ホスト上に Data Gathererが存在しない場合、Oracleデータ
ベースへのログイン用ダイアログ・ボックスで、Oracle Data 
Gathererホストの名前を入力するよう求められます。pingコ
マンドで入力したものと同じホスト名を、正確に入力する必
要があります。

たとえば、クライアント・ホストからホスト
DAVID.COMP.COMへの pingが成功した場合、Oracleデー
タベースへのログイン用ダイアログ・ボックスで、Oracle 
Data Gathererホストの名前を DAVIDと指定することはでき
ません。Oracleデータベースへのログイン用ダイアログ・
ボックスで、Oracle Data Gathererホストの名前を
DAVID.COMP.COMのように指定する必要があります。

Oracle Data Gathererが配置
されたホストが、ターゲッ
ト・データベースに接続で
きない。

� Oracle Data Gathererがあるホストから、SQL*Plusを使用し、
ターゲット・データベースのユーザー名、パスワードおよび
サービスを指定して、ターゲット・データベースに接続。

SQLPLUS> connect username/password@service-name

� データベースに対する優先接続情報が設定されており、Data 
Gathererがそのホスト上に存在する場合、Data Gathererの
場所を問い合せるメッセージは表示されない。そのホスト上
の Data Gathererが、デフォルトとして使用されます。デー
タベースに対する優先接続情報が設定されていないか、その
ホスト上に Data Gathererが存在しない場合、Oracleデータ
ベースへのログイン用ダイアログ・ボックスで、ターゲッ
ト・データベースのユーザー名、パスワードおよびサービス
の指定を求められます。ユーザー名、パスワードおよびサー
ビスの情報は、SQL*Plusで入力したときと同じものを正確に
入力してください。
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Oracle Data Gathererの構成に関するトラブルシューティング
構成に関する問題を修正するための手順が失敗した場合、1-3ページの「データベースとオ
ペレーティング・システムのデータを収集するための Oracle Data Gathererの構成位置の理
解」での説明を参考にして、TNSNAMES.ORAのエントリが正しく構成されていることを
確認してください。
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Oracle Data Gathererの構成に関するトラブルシューティング
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                                                           キーボード・ショートカッ
C

キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

この付録には、一般的なWindowsのキーボード・ショートカットのリストが記載されてい
ます。Windowsのキーボード・ショートカットおよびナビゲーションの完全なリストは、
ご使用のオペレーティング・システムのドキュメントを参照してください。

表表表表 C-1 一般的な一般的な一般的な一般的なWindows キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

キーキーキーキー 動作動作動作動作

[F1] アクティブ・オブジェクトまたはウィンドウ全体のヘルプ情報を表示。

Windowsキーまたは [Ctrl]+[Esc] タスクバー上にある「スタート」メニューを開く。

[Ctrl]+[Alt]+[Del] Microsoft Windowsでは、「プログラムの強制終了」ダイアログ・ボックスを
開く。ここには、終了する対象のアプリケーションのリストと、「終了」、
「シャットダウン」および「キャンセル」のコマンド・ボタンが表示されます。

Microsoft Windows NTでは、「Windows NTのセキュリティ」ダイアログ・
ボックスを開く。ここには「ワークステーションのロック」、「ログオフ」、
「シャットダウン」、「パスワードの変更」、「タスク マネージャ」および「キャ
ンセル」のオプションがあります。ログインしていない場合は、ログイン・ダ
イアログ・ボックスが開きます。

[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移しま
す。

[Shift]+[Del] 選択した項目を削除。項目がファイルの場合、それらを「ごみ箱」に移さず、
ただちに削除します。

[Ctrl]+[N] 新規作成」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「新規作
成」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[O] 「ファイルを開く」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの
「開く」コマンドを選択することもできます。）

[CTRL]+[P] 「印刷」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メニューの「印刷」コマ
ンドを選択することもできます。） 
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[Ctrl]+[S] 「ファイル名を付けて保存」ダイアログ・ボックスを開く。（「ファイル」メ
ニューの「上書き保存」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[X] 選択した項目を切り取り、クリップボードに移す。（「編集」メニューの「切り
取り」コマンドを選択することもできます。）

[Ctrl]+[Insert]または [Ctrl]+[C] 選択した項目をクリップボードにコピー。（「編集」メニューの「コピー」コマ
ンドを選択することもできます。）

[Shift]+[Insert]または [Ctrl]+[V] クリップボードから、コピーした項目を貼り付ける。（「編集」メニューの「貼
り付け」コマンドを選択することもできます。）

[Alt]+[Back Space]または
[Ctrl]+[Z]

直前の操作を元に戻す。操作の中には元に戻せないもの（シャットダウンな
ど）もあることに注意してください。（「編集」メニューの「元に戻す」コマン
ドを選択することもできます。）

[Alt]+[Shift]+[Back Space] 直前の元に戻す操作を繰り返す。（「編集」メニューの「やり直し」コマンドを
選択することもできます。）

Windowsキー +[M] すべてのウィンドウを最小化。キーボードのフォーカスは、デスクトップ上で
直前に選択されていたアイコンに移ります。前に開いていたウィンドウを拡大
し、最後に使用していたアプリケーションにフォーカスを戻すには、[Shift]を
一緒に押します。

表表表表 C-1 一般的な一般的な一般的な一般的なWindows キーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカットキーボード・ショートカット

キーキーキーキー 動作動作動作動作
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用語集用語集用語集用語集

MIB:管理情報ベース（管理情報ベース（管理情報ベース（管理情報ベース（Management Information Base））））

通常関連する SNMPオブジェクトの ID（OID）の集合。

OID:SNMPオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト ID（（（（SNMP Object ID））））

ピリオド区切りの一連の数値で、a.b.c...x.y.zの形式。MIBの一部である情報項目に対
する一意の識別子。OIDには通常、それに関連付けられた名前を付けることができる。OID
は本質的に階層型である。したがって、1.2.3は 1.3の前であるが、1.2の後になる。た
とえば、Oracle7データベースが実行した物理読込みの数を含む OIDは、次のようになる。

oraDbSysPhysReads, 1.3.6.1.4.1.111.4.1.1.1.8

Oracleプライベートプライベートプライベートプライベート MIB（（（（Oracle Private MIB））））

Oracle製品のみに固有のMIB。

RDBMSパブリックパブリックパブリックパブリック MIB（（（（RDBMS Public MIB））））

Internet Engineering Task Force（IETF）によって合意された、リレーショナル・データベー
ス用の標準MIB。このMIBは、データベース名など、リレーショナル・データベースに対
して一般に関連している様々な OID（たとえば、rdbmsDbName, 
1.3.6.1.3.55.1.2.1.4など）をサポートする。

SNMP:Simple Network Management Protocol

OIDを操作するネットワーク・プロトコル。Oracleのケースでは、2種類の基本的な SNMP
操作がサポートされる。get oidは、oidの値をフェッチする。getnext oidは、oid
後の次の OID値を取得する。
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イベント（イベント（イベント（イベント（Event））））

イベントとは、Intelligent Agentによって監視されるデータベースまたはノードの上で起こ
りうる特定の条件。たとえば、データベースがダウンすると、DBDOWNイベントが発生す
る。イベントは次のどちらかの方法で検出できる。（1）特定の条件を監視する Tclスクリプ
トを定期的に実行する。（2）サードパーティ製品を利用して、イベントの発生を Agentに直
接報告させる。

修正ジョブ（修正ジョブ（修正ジョブ（修正ジョブ（Fixit Job））））

イベントの発生によって引き起こされる特別な種類のジョブ。たとえば、使用済の表領域が
90%を超えたことが表領域満杯イベントによって検出されると、表領域にデータファイルを
追加するための修正ジョブが自動的に実行される。

ジョブ（ジョブ（ジョブ（ジョブ（Job））））

一度限り、または繰り返しのスケジュールで実行できる Tclスクリプトのこと。イベントが
特定の条件を監視するのに対して、ジョブはなんらかのタスクを遂行することが求められ
る。ジョブの例には、バックアップやデータベースの起動がある。
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